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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
と
都
立
中
央

図
書
館
︵
港
区
南
麻
布
︶
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
近

く
に
あ
る
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ヌ

書
店
︵
５
番
街
９
７
２
番
地
︶

の
庭
の
外
側
に
、
サ
ン
テ
グ
ジ

ュ
ペ
リ
の
児
童
文
学
に
登
場
す

る
﹁
星
の
王
子
さ
ま
﹂
の
ブ
ロ

ン
ズ
像
が
登
場
し
た
。

　

高
さ
４
フ
ィ
ー
ト
の
ブ
ロ
ン

ズ
像
は
フ
ラ
ン
ス
人
彫
刻
家
ジ

ャ
ン
＝
マ
ル
ク
・
ド
・
パ
ス
に

よ
る
作
品
で
、﹁
星
の
王
子
さ

ま
﹂
出
版
80
周
年
を
記
念
し
て

ル
・
ス
ヴ
ニ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
セ

米
国
協
会
と
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・

ド
・
サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
青

少
年
財
団
が
製
作
し
も
の
。

　

砂
漠
に
飛
行
機
が
墜
落
し
た

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
別
の
惑
星
か
ら

来
た
少
年
に
出
会
う
話
で
、
少

年
︵
星
の
王
子
さ
ま
︶
は
宇
宙

を
旅
し
て
得
た
知
恵
を
パ
イ
ロ

ッ
ト
に
語
る
。
世
界
中
で
2
億

部
以
上
売
れ
た
こ
の
小
説
は
、

何
百
も
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、

歴
史
上
最
も
売
れ
た
本
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
る
。︵
五
番
街

79
丁
目
で
、
写
真
・
三
浦
良
一
︶

出版 80 周年を記念

在米フランス協会と

サン・テグジュペリ青少年財団が制作

第
３
回
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド

来
年
５
月
11
日
︵
土
︶
開
催星

の
王
子
さ
ま

五
番
街
に
登
場

　

第
３
回
﹁
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー

ド
＆
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
﹂
が

来
年
５
月
11
日
︵
土
︶
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
す
る
ジ

ャ
パ
ン
デ
ー
・
イ
ン
ク
︵
会
長
・

山
口
幸
一
双
日
株
式
会
社
専
務

執
行
役
員
兼
米
州
総
支
配
人
、

名
誉
会
長
・
森
美
樹
夫
Ｎ
Ｙ
総

領
事
・
大
使
︶
が
８
日
発
表
し

た
。
行
進
は
過
去
２
回
と
同
じ

く
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ア
ッ
パ
ー

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
で
行
わ
れ

る
。
日
米
交
流
、
Ｎ
Ｙ
へ
の
感

謝
、
日
系
社
会
の
連
帯
強
化
を

目
的
に
し
た
パ
レ
ー
ド
で
は
、

今
年
は
、
お
神
輿
や
太
鼓
、
舞

踊
、
武
道
、
ジ
ャ
ズ
、
ア
ニ
メ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
伝
統
文

化
か
ら
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
ま

で
、
日
本
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
99
団
体
約
２
５
０
０
人
が

行
進
し
た
。
ま
た
日
本
か
ら
駆

け
つ
け
た
ラ
イ
ブ
ス
ペ
ク
タ
ク

ル
﹁
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
﹂
が
沿
道

の
５
万
人
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

の
声
援
を
受
け
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
日
系
社
会

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
初
め
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
が
顔
を
見

せ
、
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
市

長
が
パ
レ
ー
ド
を
最
初
か
ら
最

後
ま
で
歩
く
と
い
う
画
期
的
な

パ
レ
ー
ド
だ
っ
た
。

　

土
曜
日
開
催
に
つ
い
て
は
一

部
補
習
校
保
護
者
か
ら
授
業
に

影
響
の
な
い
日
曜
開
催
希
望
の

声
が
出
て
い
た
︵
４
面
に
関
連

記
事
︶
こ
と
か
ら
パ
レ
ー
ド
事

務
局
と
総
領
事
館
、
幹
事
会
社

が
可
能
性
を
検
討
し
た
。
Ｎ
Ｙ

日
本
人
教
育
審
議
会
在
籍
５
校

と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園

の
計
６
校
に
聞
き
取
り
調
査
を

し
た
が
、
全
校
か
ら
回
答
を
得

ら
れ
て
い
な
い
段
階
で
の
決
定

と
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

警
察
か
ら
来
年
の
パ
レ
ー
ド
開

催
可
能
な
日
程
の
提
示
を
受
け

た
が
、
日
曜
日
は
12
日
の
母
の

日
の
み
だ
っ
た
と
い
う
。
同
様

の
開
催
目
的
で
２
０
０
７
年
か

ら
２
０
１
９
年
ま
で
13
年
間
開

催
し
た
﹁
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
＠
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
﹂
は
す
べ
て

﹁
日
曜
日
の
母
の
日
﹂
の
開
催

だ
っ
た
が
、
事
務
局
に
よ
る
と

﹁
母
の
日
開
催
は
避
け
て
欲
し

い
と
い
う
強
い
声
が
各
方
面
か

ら
出
て
い
た
﹂
そ
う
で
、
母
の

日
の
12
日
・
日
曜
の
開
催
は
断

念
。
補
習
校
に
つ
い
て
も
各
保

護
者
の
中
に
は
別
の
意
見
を
持

っ
て
い
る
人
も
い
る
と
の
指
摘

も
あ
り
、
事
務
局
で
は
総
合
的

に
判
断
し
た
上
で
５
月
11
日
の

土
曜
日
開
催
に
し
た
と
い
う
。

な
お
、
よ
り
広
い
層
の
参
加
を

可
能
に
す
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
時
間
の
見
直
し
も
検
討
し

て
い
る
。
パ
レ
ー
ド
の
ほ
か
に

今
年
は
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
の
協

力
を
得
て
、
日
本
の
お
祭
り
屋

台
の
食
べ
物
な
ど
が
ス
ト
リ
ー

ト
フ
ェ
ア
と
し
て
登
場
し
た
。

日
米
１
０
０
社
近
い
企
業
の
支

援
を
得
て
開
催
。
事
務
局
で
は

来
年
に
向
け
て
協
賛
・
寄
付

な
ど
の
支
援
を
募
っ
て
い
る
。

問

い

合

わ

せ

はparade@
gorgeousentertainm

ent.
com

　

ま
で
。

https://www.slidemethod.com/countdown
https://www.restaurantnippon.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:parade@gorgeousentertainment.com
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和
太
鼓
、
殺
陣
、
舞
踊
、
盆

踊
り
、
歌
な
ど
、
日
本
の
文
化

や
芸
能
を
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
と
し
て
紹
介
す
る
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
﹁R

A
N

M
A

N

﹂

が
７
日
午
後
、
カ
ー
ネ
ギ
ー

の
ザ
ン
ケ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
。︵
主
催 : 

株
式
会
社

J’
SH

A
 

、
鈴
木
ひ
ろ
み
代

表/ 

芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

A
C

T
V

ISIO
N

、
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
小
澤
明
美
︶。

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
出
演
は
、

八
王
子
ド
リ
ー
マ
ー
ズ
、
東
京

ド
リ
ー
マ
ー
ズ
、
若
波
章
柳
、

チ
ー
ム
桜
魁
、R

in
、
後
藤
修

慈
、

10
・Q

uatreA
ZU

M
A

-

盆
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
。
シ
ン
ガ
ー

の
出
演
は
、
原
め
ぐ
み
、
瀬
戸

カ
オ
リ
、
林
こ
ず
え
、
東
里
香
、

関
口
満
紀
枝
、
山
桜
万
理
華
、

秋
山
美
保
、
畑
中
梨
佳
、
下
田

藤
百
史
、
平
田
深
冬
、
カ
ル
ミ

ナ
、
美
花
、
虹
心
ひ
ま
り
、
ス

ラ
ン
ジ
バ
ー
ほ
か
。
ヘ
ア
メ
イ

ク/A
M

Y
 

一
美
千
葉
。
日
本

国
内
で
活
躍
す
る
芸
能
人
が
一

堂
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
で
観
客
を
楽

し
ま
せ
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
秋
山
勇
次
。
音
楽
制
作
は

佐

藤

孝

憲
、

総

合

司

会

は

K
O

H
E

I

。

日
本
の
芸
能
一
堂
に

R
A

N
M

A
N

カ
ー
ネ
ギ
ー
公
演
華
や
か
に

トリを飾った原めぐみ チーム桜魁 八王子ドリーマーズ

　﹁
闘
う
〜
戦
士
た
ち
へ
愛
を

込
め
て
〜
勝
つ
た
め
に
、
共
に

生
き
る
〜
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

し
た
日
本
の
５
人
組
女
性
ア
イ

ド
ル
グ
ル
ー
プ
﹁ 

Ｎ
Ｅ
Ｏ 

Ｊ

Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
﹂
が
、
１
か

月
に
及
ぶ
ア
メ
リ
カ
横
断
ツ
ア

ー
﹁
闘
心
乱
舞
﹂
の
一
環
で
Ｎ

Ｙ
と
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
で
４
つ

の
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
す

る
。

　
日
程
は
Ｎ
Ｙ
市
︵
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
︶
が
10
月
13
日
︵
金
︶

＠

Shrin
e W

orld M
u

sic 
V

enue

︵
ア
ダ
ム
ク
レ
イ
ト

ン
パ
ウ
エ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ル

バ
ー
ド
２
２
７
１
番
地
︶、
15

日
︵

日

︶

＠Silvana

︵

西

１
１
６
丁
目
３
０
０
番
地
︶、

16
日
︵
月
︶
＠R

ockw
ood 

M
usic H

all

︵
ア
レ
ン
通
り

１
９
６
番
地
︶。
21
日
︵
土
︶

と
22
日
︵
日
︶
は
＠Puchi 

C
on

︵
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州

タ
ナ
ー
ズ
ビ
ル
、
リ
ゾ
ー
ト

ド
ラ
イ
ブ
１
９
３
番
地
︶
で

開
催
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト  https://
neojaponism

.com
 

参
照
。

ＮＥＯ ＪＡＰＯＮＩＳＭ

ＮＹとＰＡで４公演

米国横断ツアーで

https://minglesoho-ny.com/
https://neojaponism.com
https://neojaponism.com
https://neojaponism.com
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ガ
ゴ
シ
ア
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

︵
西
24
丁
目
５
５
５
番
地
︶
で

は
、
9
月
12
日
か
ら
故
石
田
徹

也
︵
１
９
７
３
〜
２
０
０
５
︶

の

絵

画

展
﹁M

y A
nxious 

Self

﹂
を
開
催
中
だ
。
セ
シ
リ

ア
・
ア
レ
マ
ー
ニ
の
キ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
本
展
は
、
ガ
ゴ

シ
ア
ン
に
よ
る
石
田
徹
也
エ
ス

テ
ー
ト
の
世
界
的
な
代
理
権
取

得
の
発
表
に
続
く
も
の
で
、
同

エ
ス
テ
ー
ト
は
、
著
名
な
個
人

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
静
岡
県
立
美

術
館
と
と
も
に
、
本
展
に
80
点

以
上
の
作
品
を
貸
与
し
た
。
同

展
は
、
石
田
哲
也
の
作
品
の
中

で
最
も
包
括
的
な
展
覧
会
で
あ

り
、
日
本
国
外
で
は
初
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
の
開
催
と
な
る
。

　

最
初
は
自
画
像
だ
っ
た
。
弱

い
自
分
、
情
け
な
い
自
分
、
不

安
な
自
分
な
ど
、
自
分
自
身
を

ジ
ョ
ー
ク
や
笑
い
の
ネ
タ
に
し

よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
、
現
代

人
に
言
及
し
た
パ
ロ
デ
ィ
や
風

刺
と
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

　

そ
う
し
て
考
え
て
い
く
う
ち

に
、
消
費
者
、
都
市
生
活
者
、

労
働
者
、
そ
し
て
日
本
人
へ
と

広
が
っ
て
い
っ
た
。
石
田
は
わ

ず
か
10
年
の
間
に
、
人
間
疎
外

を
テ
ー
マ
に
し
た
印
象
的
な
作

品
を
発
表
し
て
い
る
。
彼
が
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
頭
角
を
現

し
た
の
は
、
１
９
９
０
年
代
ま

で
続
い
た
日
本
の
﹁
失
わ
れ
た

10
年
﹂
と
呼
ば
れ
る
不
況
期
で

あ
り
、
彼
の
絵
画
は
、
こ
の
時

期
の
日
本
社
会
を
特
徴
づ
け
て

い
た
絶
望
感
、
閉
塞
感
、
断
絶

感
を
、
急
速
な
科
学
技
術
の

進
歩
の
後
で
も
捉
え
て
い
る
。

２
０
０
５
年
に
31
歳
の
早
す
ぎ

る
死
を
迎
え
る
ま
で
、
石
田
は

カ
フ
カ
の
よ
う
な
不
条
理
を
湛

え
た
絵
画
や
紙
作
品
に
よ
っ

て
、
現
代
人
が
直
面
す
る
課
題

を
寓
意
的
に
描
い
て
き
た
。

　

弟
の
石
田
道
明
さ
ん
は
展
覧

会
カ
タ
ロ
グ
の
序
文
で
、﹁
哲

也
が
最
期
ま
で
持
っ
て
い
た
財

布
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
1
ド
ル

札
が
何
枚
も
入
っ
て
い
た
。
い

つ
か
現
代
ア
ー
ト
の
中
心
地
で

あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
き
た

い
と
い
う
彼
の
願
い
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
よ
う
や
く
彼

が
そ
れ
を
使
う
機
会
を
得
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
﹂。
ラ

リ
ー
・
ガ
ゴ
シ
ア
ン
氏
は
、
こ

の
出
版
物
の
序
文
で
、
石
田
の

作
品
は
﹁
人
間
の
条
件
に
対
す

る
壮
大
な
探
求
で
あ
り
、
緊
急

性
を
感
じ
さ
せ
、
時
代
を
超
越

し
、
こ
れ
ほ
ど
若
い
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
は
異
例
で
あ
る 

﹂

と
述
べ
て
い
る
。﹁
失
わ
れ
た

10
年
﹂
を
描
い
た
石
田
が
逝
っ

て
か
ら
さ
ら
に
20
年
の
失
わ
れ

し
歳
月
が
続
い
て
い
る
。
今
、

も
し
彼
が
生
き
て
い
た
ら
ど
ん

な
絵
を
描
く
の
か
。
そ
れ
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
く
て
残
念
と

い
う
気
持
ち
と
見
れ
な
く
て
よ

か
っ
た
と
い
う
安
堵
の
気
持
ち

が
相
半
ば
交
錯
す
る
。
21
日
ま

で
。
詳
細
は
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

new
york@

gagosian.com

　
　

 

　︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

Prisoner, 1999
Acrylic on board
14 5/16 x 20 1/4 inches
(36.4 x 51.5 cm)

Cargo, 1997
Acrylic on board
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沿
道
を
埋
め
る
５
万
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
民
。
歓
声
と
拍
手

が
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
エ
ス

ト
に
響
く
。
５
月
13
日
に
開
催

さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
に

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
長
が
日
の
丸
の
小
旗

を
振
っ
て
行
進
す
る
。
ゲ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
、
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ

Ｏ
ナ
ル
ト
た
ち
が
メ
イ
ン
ス
タ

ン
ド
に
到
着
し
、
レ
ッ
ド
カ
ー

ペ
ッ
ト
に
降
り
立
っ
て
、
ア
ク

シ
ョ
ン
バ
ト
ル
を
披
露
す
る
。

コ
ス
プ
レ
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
た

ち
が
大
喜
び
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
そ
こ
に
日
本
人
の
小

中
学
生
た
ち
の
姿
は
な
い
。
パ

レ
ー
ド
当
日
は
土
曜
日
。
補
習

授
業
校
に
通
っ
て
い
る
日
本

人
、
日
系
人
の
子
供
た
ち
は
、

授
業
が
あ
る
た
め
、
見
た
く
て

も
見
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

　

会
場
に
い
た
日
本
人
女
性
は

﹁
で
き
れ
ば
、
日
曜
日
に
開
催

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
昨
年

は
土
曜
日
の
授
業
を
早
退
さ
せ

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
に
難
題

ま
し
た
が
、
今
年
は
諦
め
ま
し

た
。
郊
外
か
ら
お
い
で
に
な
る

人
は
学
校
を
休
ま
せ
る
し
か
な

い
で
す
ね
。
夫
が
迎
え
に
行
っ

て
ま
す
が
、
子
供
に
ナ
ル
ト
を

見
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
で
す
﹂

︵
山
田
美
智
子
さ
ん
、
仮
名
、

主
婦
︶と
残
念
そ
う
に
話
し
た
。

　

保
護
者
の
武
田
秀
俊
さ
ん

︵
会
社
経
営
︶
は
、
次
の
よ
う

に
語
る
。﹁
補
習
校
の
子
供
た

ち
と
そ
の
親
た
ち
は
、
日
本
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
あ
る

一
定
の
規
模
を
占
め
て
い
る
。

日
本
で
は
で
き
な
い
経
験
を

す
る
、 

海
外
に
お
け
る
日
本
の

位
置
づ
け
を
知
る
、
つ
ま
り
日

本
を
相
対
的
に
見
る
力
を
つ
け

る
、
現
地
校
に
お
い
て
日
本
を

考
え
る
機
会
を
提
供
す
る
と
い

っ
た
教
育
的
観
点
か
ら
も
、
今

後
の
国
際
交
流
を
担
う
子
供
た

ち
に
早
く
か
ら
、
そ
の
よ
う
な

体
験
を
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
で

経
験
す
る
機
会
は
非
常
に
貴
重

だ
と
思
っ
て
い
る
。
ジ
ャ
パ
ン

デ
ー
は
も
と
も
と
日
曜
開
催
だ

っ
た
の
が
土
曜
に
変
更
さ
れ
た

理
由
が
あ
る
の
だ
と
思
う
が
、

来
年
以
降
に
関
し
て
は
、
で
き

れ
ば
補
習
校
の
子
供
た
ち
も
参

加
で
き
る
形
に
し
て
も
ら
え
れ

ば
、
よ
り
よ
い
イ
ベ
ン
ト
に
な

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ

ル
ー
プ
の
孫
正
義
会

長
兼
社
長
が
10
月
4

日
、
法
人
顧
客
向
け

の
イ
ベ
ン
ト
﹁
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ワ
ー
ル
ド

２
０
２
３
﹂
で

講
演
し
、
人
類

の
叡
智
の
総
和

の
10
倍
に
該
当

す
る
﹁
汎
用
人

工
知
能
﹂(

Ａ

Ｇ
Ｉ
︶
の
世
界

が
﹁
10
年
以
内
に
実
現
す

る
﹂
と
述
べ
た
。
Ａ
Ｉ
が

圧
倒
的
に
人
類
の
持
ち
う

る
能
力
を
凌
駕
す
る
、
恐

怖
さ
え
感
じ
る
話
だ
が
、

﹁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
広

告
と
小
売
り
の
事
業
モ
デ

ル
を
転
換
し
た
が
、
そ
の

比
率
は
日
米
と
も
に
対
国

内
総
生
産
︵
Ｇ
Ｄ
Ｐ
︶
で

広
告
が
1
％
、
小
売
り

は
6
％
に
し
か
な
ら
な

い
﹂
と
い
う
話
を
聞
き
、

な
る
ほ
ど
、
と
思
っ
た
。
つ

ま
り
ネ
ッ
ト
改
革
の
伸
び
し

ろ
は
未
だ
93
％
も
残
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
。G

oogle

やFacebook

︵

広

告

︶、

A
m

azon

︵
小
売
り
︶
の
み

な
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

他
産
業
に
お
い
て
も
確
実
に
ビ

ジ
ネ
ス
の
在
り
方
や
人
々
の
暮

ら
し
を
変
え
て
は
い
る
。
た

だ
、
今
後
Ａ
Ｇ
Ｉ
を
積
極
的
に

導
入
す
る
こ
と
で
、
前
述
の
産

業
が
過
去
20
年
近
く
に
わ
た
っ

て
経
験
し
て
き
た
時
に
は
痛
み

を
と
も
な
う
抜
本
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
や
技
術
の
改
革
が
全
産
業
で

生
じ
れ
ば
、
現
在
の
我
々
の
想

像
を
超
え
た
世
界
が
未
来
に
待

っ
て
い
る
と
い
う
事
な
の
だ
ろ

う
。
一
方
で
、
そ
の
実
現
を
前

に
立
ち
は
だ
か
る
の
は
、
恐
ら

く
我
々
自
身
だ
。﹁
活
用
す
る

か
、
取
り
残
さ
れ
る
か
。
Ａ
Ｇ

Ｉ
を
敵
で
は
な
く
、
最
強
の
味

方
、
パ
ー
ト
ナ
ー
、
道
具
と

思
っ
て
最
大
限
に
活
用
す
べ

き
だ
﹂
と
孫
氏
は
語
る
。
た

だ
、
産
業
に
大
き
な
変
化
が

生
じ
、
そ
れ
が
自
ら
の
既
得

権
益
や
利
益
に
影
響
を
も
た

ら
す
と
感
じ
る
と
、
人
は
保

身
に
走
る
。
ま
た
、
一
般
的

に
、
そ
の
傾
向
は
経
験
も
豊

富
で
社
会
的
に
影
響
力
の
大

き
い
人
で
あ
る
ほ
ど
強
い
だ

ろ
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

黎
明
期
に
日
本
の
大
企
業
か

ら
冷
笑
さ
れ
た
と
い
う
孫
氏

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
そ
れ
を

端
的
に
物
語
っ
て
い
る
。﹁
分

か
ら
な
い
、
だ
か
ら
怖
い
。﹂

こ
の
感
情
が
足
枷
に
な
り
、

Ａ
Ｉ
の
発
展
を
遅
延
さ
せ
る

可
能
性
は
低
く
な
い
。
そ
れ

で
も
、
10
年
後
、
20
年
後

に
は
、
世
界
は
激
変
す
る

は
ず
だ
。
Ａ
Ｉ
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
優
秀
な
人
材
や
ツ

ー
ル
は
間
違
い
な
く
増
え

る
。
逆
に
保
身
に
走
る
人

達
の
数
は
、
相
当
数
が
自

然
減
し
て
い
る
に
違
い
な

い
。
世
代
交
代
だ
。

︵
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
︶

 江川央の DIGITAL 最前線

 www.egawanakaba.com

孫会長に気づかされた、大事なこと。

　

日
本
で
は
地
方
の
過
疎
化
が

よ
り
深
刻
化
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
全
国
的
に
バ
ス
運
転
手
の

不
足
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

続
々
と
バ
ス
の
便
数
削
減
や
バ

ス
会
社
が
丸
ご
と
廃
業
と
い
う

事
例
も
出
て
き
た
。
こ
の
バ
ス

の
問
題
は
、
大
都
市
部
で
も
同

じ
よ
う
な
問
題
に
直
面
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
過
疎
化
の
問

題
と
し
て
は
や
や
特
殊
な
部
類

に
入
る
。
だ
が
、
交
通
手
段
が

行
き
詰
ま
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
し
て
は
成
立
し
な
い
わ
け

で
、
過
疎
化
に
と
っ
て
深
刻
な

問
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

　

バ
ス
と
並
ん
で
、
切
迫
し
て

い
る
の
が
水
道
の
供
給
だ
。
水

道
管
の
耐
用
年
数
は
日
本
の
場

合
、
法
令
で
40
年
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。
だ
が
、
多
く
の

水
道
管
が
老
朽
化
し
て
お
り
、

１
０
０
年
近
く
運
用
さ
れ
て
い

る
も
の
も
多
い
。
物
理
的
な
耐

用
年
数
と
し
て
は
、
鋳
鉄
製
で

80
年
、
塩
ビ
製
で
６
０
年
が
限

界
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
全
国

で
更
新
は
遅
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
水
道
管
が
破
裂
し
て
、

断
水
が
長
期
化
す
る
な
ど
の
事

故
が
増
え
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
日
本
の
場
合
は

水
道
の
﹁
民
営
化
﹂
に
は
世
論

の
強
い
反
対
が
あ
っ
て
進
ん
で

い
な
い
。ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
、

民
営
化
と
広
域
化
が
進
む
こ
と

で
、
コ
ス
ト
構
造
が
炙
り
出
さ

れ
て
持
続
可
能
な
﹁
受
益
者
負

担
﹂
が
成
立
し
て
い
る
が
、
小

規
模
な
日
本
の
水
道
事
業
に
は

そ
の
ま
ま
応
用
は
で
き
な
い
。

そ
ん
な
中
で
、
一
つ
の
現
実
的

な
方
策
と
し
て
は
、
自
治
体
の

枠
組
み
を
超
え
た
水
道
事
業
の

広
域
化
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

公
共
水
道
の
広
域
化
と
い
う
の

は
、
ほ
と
ん
ど
こ
れ
が
唯
一
の

現
実
策
と
思
わ
れ
る
が
、
改
革

の
ス
ピ
ー
ド
は
遅
い
。

　

ア
メ
リ
カ
も
ア
パ
ラ
チ
ア
か

ら
大
平
原
、
更
に
西
部
山
岳
地

帯
と
巨
大
な
分
散
集
落
地
帯
が

あ
る
が
、
多
く
の
場
合
は
大
規

模
農
場
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
な

ど
﹁
経
済
が
回
る
﹂
構
造
が
あ

る
。
だ
が
、
日
本
で
は
引
退
世

代
が
山
間
部
で
暮
ら
す
﹃
ポ
ツ

ン
と
一
軒
家
﹄
が
数
多
く
残
っ

て
い
て
、
こ
れ
が
多
く
の
場
合

に
行
政
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
て

い
る
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
叫
ば
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
青
森

県
の
弘
前
市
、
富
山
県
の
富
山

市
な
ど
で
あ
る
。
山
間
部
に
分

散
し
た
集
落
か
ら
人
口
を
10
万

規
模
の
都
市
圏
に
集
約
し
て
、

居
住
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
距
離

を
縮
め
、
生
活
の
質
を
維
持
し

な
が
ら
人
口
を
集
約
す
る
と
い

う
発
想
だ
。
そ
の
裏
に
は
、
分

散
集
落
と
都
市
を
つ
な
ぐ
道
路

に
関
し
て
、
こ
れ
以
上
﹁
冬
場

の
除
雪
を
行
う
費
用
も
な
け
れ

ば
人
手
も
な
い
﹂
と
い
う
現
実

が
あ
っ
た
。

　

だ
が
、基
本
的
に
﹃
ポ
ツ
ン
﹄

と
い
う
物
件
は
評
価
す
れ
ば
ほ

と
ん
ど
無
価
値
で
あ
っ
て
、
等

価
交
換
で
都
市
部
に
移
っ
て
も

ら
う
の
は
不
可
能
だ
。
ま
た
、

そ
こ
に
助
成
を
行
っ
て
無
理
に

集
約
し
て
し
ま
う
と
、
駅
前
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
な
ど
の
担
保

価
値
が
下
が
っ
て
地
方
金
融
が

崩
壊
す
る
。
そ
ん
な
中
で
、
本

格
的
な﹁
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
﹂

は
事
例
と
し
て
実
現
し
て
い
な

い
。
そ
こ
で
、
多
く
の
地
方
自

治
体
で
は
、
除
雪
や
水
道
、
電

気
な
ど
必
要
な
行
政
と
イ
ン
フ

ラ
の
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
な
が

ら
、
住
民
が
更
に
高
齢
化
し
て

﹁
山
を
降
り
る
﹂
こ
と
で
、
集

落
が
一
つ
一
つ
歴
史
を
閉
じ
る

の
を
待
つ
し
か
な
い
の
が
現
状

だ
。

　

だ
が
、
地
方
自
治
体
の
財
務

状
況
悪
化
や
人
手
不
足
が
加
速

し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
﹁
な

ん
と
か
維
持
し
つ
つ
、
集
落
の

自
然
減
を
待
つ
﹂
と
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
は
破
綻
し
つ
つ
あ
る
と

言
っ
て
い
い
。
東
京
の
中
央
官

庁
か
ら
は
、
通
院
や
買
い
物
は

自
動
運
転
で
カ
バ
ー
す
る
、
と

か
、
水
道
管
の
更
新
が
無
理
な

ら
タ
ン
ク
車
で
給
水
す
る
な
ど

と
い
う
﹁
対
策
﹂
が
提
案
さ
れ

て
い
る
が
、
解
決
策
と
し
て
は

現
実
的
と
は
言
え
な
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
人
口
の
集
約

を
加
速
せ
よ
と
い
う
議
論
も
増

え
て
き
た
。
維
持
で
き
な
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
は
止
め
て
、
多
く

の
﹃
ポ
ツ
ン
﹄
の
住
人
は
里
に

降
り
て
も
ら
う
。
こ
れ
に
更
な

る
町
村
合
併
を
進
め
て
人
口
を

集
約
し
て
す
べ
て
を
効
率
化
す

る
と
い
う
発
想
だ
。
だ
が
、
そ

の
場
合
は
巨
大
な
耕
作
放
棄
地

の
発
生
に
よ
る
植
生
の
荒
廃
、

人
獣
の
力
関
係
が
更
に
逆
転
す

る
こ
と
で
脅
威
が
都
市
部
に
及

ぶ
な
ど
、
新
た
な
問
題
が
出
て

く
る
。
離
島
や
沿
海
部
で
は
、

極
端
な
人
口
減
は
国
境
防
衛
へ

過
疎
化
に
耐
え
ら
れ
な
い
地
方
を
ど
う
す
る

あ
め
り
か
時
評

閑
話
休
題

冷
泉
彰
彦

の
問
題
に
な
る
。
総
合
的
な
対

策
は
待
っ
た
な
し
で
あ
り
、
地

方
創
生
な
ど
と
い
う
美
辞
麗
句

で
対
応
で
き
る
段
階
は
過
ぎ
た

と
言
え
る
。

　

水
道
民
営
化
の
議
論
も
そ
う

だ
が
、
安
易
な
改
革
論
者
は
す

ぐ
に
ア
メ
リ
カ
の
真
似
を
し
た

が
る
が
、
そ
れ
が
日
本
に
は
必

ず
し
も
合
わ
ず
に
事
態
を
悪
化

さ
せ
る
危
険
も
あ
る
。む
し
ろ
、

ア
メ
リ
カ
の
小
規
模
な
町
村
を

丁
寧
に
見
れ
ば
、
独
立
採
算
制

を
活
か
し
た
成
功
例
で
、
日
本

の
参
考
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
日
本
の
過
疎
問
題
は
私

達
に
と
っ
て
も
、
他
人
事
で
は

な
い
。
︵
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ

こ
／
作
家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在

住
︶

る
の
で
は
な
い
か
﹂
と
話
す
。

　

パ
レ
ー
ド
を
主
催
す
る
ジ
ャ

パ
ン
デ
ー
イ
ン
ク
の
吉
井
久
美

子
事
務
局
長
は
﹁
事
務
局
の
ス

タ
ッ
フ
に
も
補
習
校
に
子
供
を

通
わ
せ
て
い
る
マ
マ
さ
ん
も
い

て
、
日
曜
日
開
催
も
断
然
候
補

に
入
れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

パ
レ
ー
ド
は
、
そ
も
そ
も
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
か
ら
の
許
可
が
出
な
い
と

実
施
で
き
ま
せ
ん
。
で
、
許
可

が
出
た
の
が
5
月
13
日
だ
っ
た

の
で
す
。
土
曜
日
開
催
か
、
実

施
し
な
い
か
と
い
う
二
択
。﹁
テ

イ
ク
・
イ
ッ
ト
・
オ
ア
・
リ
ー

ブ
﹂
で
泣
く
泣
く
事
務
局
と
し

て
は
﹁
許
可
が
出
た
日
で
の
実

施
﹂
と
い
う
こ
と
で
、
取
締
役

会
で
の
承
認
が
得
ら
れ
た
の
で

す
。
こ
の
件
は
、
種
々
あ
る
課

題
の
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
色
々
な
方
の
生
の
声
を
シ

ェ
ア
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
﹂
と
話
し

て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

に
は
約
６
０
０
人
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
に
は
約

４
０
０
人
、
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

の
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
に
約

５
０
０
人
、
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

日
本
人
学
校
の
土
曜
課
程
に
約

　

補
習
校
の
児
童
生
徒
ら
見
ら
れ
ず

１
５
０
人
の
児
童
生
徒
が
在
籍

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
土

曜
日
に
授
業
を
し
て
い
る
日
系

の
学
校
は
多
い
。
︵
こ
の
記
事

は
本
紙
２
０
２
３
年
５
月
20
日

号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
︶

読
解
力
と
数
学

成
績
が
向
上

Ｎ
Ｙ
州
統
一
試
験
結
果

日の丸の小旗を振ってパレードするアダムスＮＹ市長（今年５月）

　

Ｎ

Ｙ

市

教

育

局
︵

Ｄ

Ｏ

Ｅ
︶
は
４
日
、
Ｎ
Ｙ
州
統
一

学
力
試
験
の
結
果
を
発
表
し
、

２
０
２
２
〜
23
学
年
度
の
同
市

公
立
校
に
通
う
生
徒
の
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
と
数
学
の
成
績
が
共
に

上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。 

　

基
準
点
数
に
達
し
た
生
徒
の

割
合
は
、
一
昨
年
比
で
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
︵
Ｅ
Ｌ
Ａ
︶
は
２
・
７

％
増
の
51
・
７
％
、
数
学
は
12

％
増
の
49
・
９
％
だ
っ
た
。
ま

た
、
英
語
を
母
国
語
と
し
な
い

生
徒
や
、
心
身
障
害
者
、
人
種

的
に
条
件
が
不
利
な
生
徒
の
成

績
も
向
上
し
て
い
る
と
い
う
。

例
え
ば
、
黒
人
生
徒
の
習
得
率

は
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
４
・
５
％
、

数
学
で
13
・
８
％
増
、
ま
た
黒

人
と
白
人
生
徒
の
成
績
格
差
は

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
２
・
１
％
、

数
学
で
２
・
２
％
縮
小
し
た
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
除
く
と
、
エ

リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
政

に
と
っ
て
は
初
め
て
の
通
年
対

面
授
業
の
１
学
年
と
な
っ
た
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
地
下
鉄
乱
射
犯

http://goldsteinvisa.com
https://www.maxjob.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.egawanakaba.com
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セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
管
理
委

員
会
︵
Ｃ
Ｐ
Ｃ
︶
は
こ
の
ほ
ど
、

９
月
23
日
に
実
施
さ
れ
た
音
楽

祭
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
チ
ズ
ン
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
損
傷
を
受

け
た
芝
地
グ
レ
ー
ト
・
ロ
ー
ン

の
復
旧
作
業
を
行
う
た
め
、
少

な
く
と
も
来
年
４
月
ま
で
閉
鎖

す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。 

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
世
界
的
な

貧
困
撲
滅
を
目
的
に
２
０
１
２

年
に
始
ま
っ
た
無
料
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
今
年
は

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
オ
フ
ィ
ー
リ
ア

の
影
響
が
残
っ
て
い
る
の
に
も

関
わ
ら
ず
Ｎ
Ｙ
市
当
局
は
開
催

を
承
認
し
、
レ
ッ
ド
・
ホ
ッ
ト
・

チ
リ
・
ペ
ッ
パ
ー
ズ
や
ロ
ー
リ

ン
・
ヒ
ル
な
ど
の
著
名
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
た
ち
の
出
演
を
目
当
て

に
何
万
人
も
の
観
客
が
集
ま
っ

た
。
豪
雨
直
後
の
ぬ
か
る
み
に

大
勢
の
観
客
や
ス
タ
ッ
フ
だ
け

で
な
く
、
重
量
機
器
が
移
動
し

た
た
め
、
芝
地
の
大
部
分
が
荒

廃
し
た
。 

　

イ
ベ
ン
ト
主
催
者
は
﹁
雨
天

の
可
能
性
を
見
通
し
て
１
週
間

前
か
ら
連
日
、
エ
リ
ッ
ク
・
ア

芝地閉鎖します

ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長
執
務
室
、
Ｎ

Ｙ
市
公
園
＆
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
局
、
非
常
時
管
理
局
、
Ｎ
Ｙ

市
警
察
、
Ｎ
Ｙ
市
消
防
局
、
Ｃ

Ｐ
Ｃ
と
緊
密
に
計
画
を
進
め
て

い
た
﹂
と
話
し
て
い
る
。
公
園

局
は
﹁
イ
ベ
ン
ト
前
、
最
中
、

後
の
雨
は
危
険
を
引
き
出
す
も

の
で
は
な
い
と
判
断
し
開
催
を

許
可
し
た
﹂
と
伝
え
て
い
る
。

同
委
員
会
は
声
明
で
﹁
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
の
憩
い
の
場
で
紅

葉
シ
ー
ズ
ン
を
堪
能
し
て
も
ら

え
な
い
こ
と
を
大
変
落
胆
し
て

い
る
が
、
来
春
に
再
開
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
﹂
と
伝
え
て

い
る
。

大
コ
ン
サ
ー
ト
で
被
害

修
復
工
事
来
春
ま
で

楽しい
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今
回
は
自
分
の
趣
味
で
１
年

に
一
回
挑
戦
し
て
い
る
話
を
し

ま
す
。
そ
れ
は
Ｍ
ー
１
で
す
。

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
い
わ
ゆ
る
﹁
マ
ン
ザ
イ

グ
ラ
ン
プ
リ
・
ナ
ン
バ
ー
１
決

定
戦
﹂
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
自

分
が
日
本
一
に
な
れ
る
と
は
微

塵
も
思
っ
て
い
な
い
の
で
す

が
、
い
つ
も
使
っ
て
い
る
脳
の

違
う
部
分
を
使
う
時
間
、
そ
れ

を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
形
で
観
客
に
披
露
す
る
と
い

う
、
通
常
で
は
あ
り
え
な
い
環

境
に
﹁
身
を
さ
ら
す
勇
気
﹂
が

い
み
じ
く
も
自
分
自
身
を
１
ミ

リ
で
も
成
長
さ
せ
て
い
る
気
が

し
ま
す
。
漫
才
の
ネ
タ
は
、
当

然
﹁
日
本
の
介
護
事
情
﹂
で
す
。

実
は
過
去
６
回
出
場
し
て
い
る

の
で
す
が
、
介
護
予
防
へ
の
提

言
や
、
高
齢
者
虐
待
問
題
、
認

知
症
へ
の
取
り
組
み
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
送
迎
事
故
、
笑
顔
が
健

康
を
維
持
す
る
等
を
ネ
タ
に
し

て
、
審
査
さ
れ
て
い
ま
す
。
審

査
側
か
ら
す
る
と
介
護
ネ
タ
が

珍
し
い
の
か
、
２
回
ほ
ど
話
題

の
コ
ン
ビ
と
し
て
ネ
ッ
ト
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
話
題
に
な
る
こ
と
は
本
当

に
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
で
Ｍ
ー
１
に
出
る
こ
と

に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
へ

の
効
果
は
、
前
述
し
ま
し
た
よ

う
に
﹁
い
つ
も
と
違
う
脳
を
使

う
﹂
と
い
う
点
で
す
。
私
た
ち

は
思
考
す
る
と
き
に
ど
う
し
て

も
自
分
中
心
に
物
事
を
考
え
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
考
え
が
相

手
に
ど
う
影
響
す
る
の
か
、
ど

う
反
応
が
返
っ
て
く
る
の
か
。

そ
の
た
め
に
思
考
し
、
行
動
し

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
せ
っ

か
く
喋
っ
た
・
話
し
た
と
し
て

も
相
手
を
動
か
す
き
っ
か
け
に

は
10
％
程
度
の
効
果
に
し
か
な

っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　

メ
ラ
ビ
ア
ン
の
法
則
と
い
う

非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
手
法
が
あ
り
ま
す
。
大
雑
把

に
は
﹁
話
す
内
容
１
：
音
声

４
：
見
た
目
５
﹂。
こ
れ
を
ネ

タ
づ
く
り
︵
話
す
内
容
︶
に
活

用
し
て
い
ま
す
。
特
に
ネ
タ
を

つ
く
る
た
め
の
﹁
音
声
４
﹂
は

あ
な
ど
れ
ま
せ
ん
。
漫
才
に

は
コ
ン
ビ
の
相
方
が
要
り
ま

す
。
そ
の
相
方
が
舞
台
に
上
が

っ
た
と
き
に
ど
う
み
ら
れ
た
い

の
か
、
ど
う
反
応
し
た
い
の

か
、
ど
う
い
う
音
声
︵
セ
リ
フ

と
い
う
よ
り
奇
声
？
笑
︶
を
発

し
た
い
の
か
、
相
方
が
ど
う
気

持
ち
よ
く
動
い
て
く
れ
る
か
に

ネ
タ
づ
く
り
で
は
思
考
を
め
ぐ

ら
せ
ま
す
。
つ
ま
り
、﹁
言
い

た
い
ネ
タ
の
内
容
﹂﹁
介
護
の

介
護
事
情
を
上
手
く
伝
え
る
た
め
、

漫
才
グ
ラ
ン
プ
リ
に
挑
戦

問
題
の
提
言
や
主
張
﹂
で
は
な

く
、
一
緒
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
す
る
相
方
︵
相
手
︶
が
い

か
に
﹁
気
持
ち
よ
く
そ
の
時
間

を
過
ご
せ
る
か
﹂
で
す
。
わ

た
し
は
漫
才
の
ネ
タ
づ
く
り

を
始
め
て
か
ら
、
現
場
で
接
す

る
高
齢
者
で
も
、
障
害
者
で

も
、
ひ
い
て
は
友
人
や
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
会
話
で
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

方
が
１
８
０
度
変
わ
り
ま
し

た
。﹁
き
く
こ
と
﹂
の
重
要
性

に
、
老
齢
な
が
ら
気
づ
い
た
の

で
す
。
危
う
く
、
そ
れ
に
気
づ

か
ず
に
年
を
老
い
て
い
く
と

こ
ろ
で
し
た
。
そ
の
核
と
な
る

の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
﹁
き
く
﹂
で
す
。
き
く
に

は
３
種
類
あ
り
ま
す
。﹁
聞
く
﹂

﹁
聴
く
﹂﹁
訊
く
﹂
で
す
。
聞
く

は
﹁
自
然
に
聞
こ
え
て
く
る
＝

hear

﹂、
聴
く
は
﹁
能
動
的
に

聴
く
＝listen

﹂、
訊
く
は
﹁
た

ず
ね
る
＝ask

﹂
に
相
当
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
漫
才
を
み

て
い
る
と
﹁
ツ
ッ
コ
ミ
﹂﹁
ボ

ケ
﹂
が
両
立
し
て
い
る
こ
と
に

気
づ
く
と
思
い
ま
す
。﹁
き
く
﹂

作
業
は
﹁
ツ
ッ
コ
ミ
﹂
で
す
ね
。

﹁
ボ
ケ
﹂
が
暴
走
し
て
い
く
こ

と
で
聴
衆
が
置
い
て
け
ぼ
り

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
相
方
が

場
内
に
散
ら
か
し
た
ボ
ケ
ネ

タ
を
拾
い
集
め
て
、
ス
ト
ー
リ

ー
を
整
理
し
て
、
聴
衆
に
ち
ゃ

ん
と
伝
え
る
。
と
き
に
は
ツ
ッ

コ
ミ
で
あ
る
自
分
も
ダ
ブ
ル

で
ボ
ケ
た
り
、
ボ
ケ
ツ
ッ
コ
ミ

と
い
う
手
法
を
駆
使
し
て
笑

い
を
と
る
。

　

ボ
ケ
と
言
っ
て
は
い
け
な

い
こ
と
で
す
が
、
介
護
の
現
場

に
は
も
う
職
員
さ
ん
も
利
用

者
さ
ん
も
出
入
り
業
者
さ
ん

も
人
数
分
だ
け
ネ
タ
が
た
く

さ
ん
落
ち
て
い
て
、
毎
日
、
と

に
か
く
す
ご
い
で
す
。﹁
嫌
だ

な
あ
﹂
と
思
う
暇
な
ん
て
あ
り

ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
７
回
目
の
挑
戦
と
な

っ
た
今
年
は
﹁
ぼ
く
た
ち
ヘ
ル

パ
ー
の
存
在
意
義
﹂
の
よ
う
な

テ
ー
マ
で
数
分
の
ネ
タ
を
披

露
し
ま
し
た
。
結
果
は
い
か

に
？　

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル

プ
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業

者
連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携

し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

行
っ
て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、

日
本
の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医

療
・
年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に

関
す
る
質
問
や
相
談
を
受
け

付
け
て
い
る
。info@

helpz.
jp

セントラルパーク・グレートローン

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
で
宮
城

県
出
身
の
映
像
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
、
堀
江
貴
氏
︵
51
︶
が
監
督

し
た
映
画
﹁
最
後
の
乗
客
﹂
が

こ
の
ほ
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ノ
ン

バ
イ
オ
レ
ン
ト
映
画
祭
で
最
優

秀
賞
を
含
む
５
冠
を
受
賞
し

た
。
受
賞
し
た
の
は
最
優
秀
音

楽
賞
︵
徳
家”

T
oya”

淳
︶、

最
優
秀
脚
本
賞
︵
堀
江
貴
︶、

最
優
秀
女
優
賞
︵
岩
田
華
怜
︶、

最
優
秀
監
督
賞
︵
堀
江
貴
︶、

最
優
秀
作
品
賞
︵﹁
最
後
の
乗

客
﹂︶。

　

堀
江
監
督
は
﹁
こ
の
よ
う
な

映
画
祭
で
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

の
賞
を
頂
き
大
変
光
栄
で
す
﹂

と
喜
び
を
語
っ
て
い
る
。
同
映

画
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

目
の
２
０
２
１
年
３
月
の
公
開

を
目
指
し
て
制
作
を
進
め
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
な
く
、

親
子
の
関
係
が
震
災
で
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
ド
ラ
マ
。
今
年
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
映
画
祭
で
も
上
映

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
芸
術
映
画
祭
で
﹁
最
優
秀

イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
賞
﹂

を
受
賞
、
ま
た
カ
ン
ヌ
世
界
映

画
祭
の
最
優
秀
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ト
映
画
︵
低
予
算
部
門
︶

、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
映
画
祭
ボ

ー
デ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
映
画
祭
︵
Ｂ
Ｉ
Ｆ
Ｆ
︶
の
初

長
編
映
画
ノ
ミ
ネ
ー
ト
、
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
・
イ
ン
デ
ペ
ン
デ

ン
ト
映
画
祭
の
最
優
秀
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
映
画
な
ど
数
々
の
映
画

祭
で
受
賞
や
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ

て
い
る
。

堀江監督

堀江さんの「最後の乗客」

５部門で受賞
グローバル・ノンバイオレント映画祭

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
邦
裁
判
所

は
５
日
、
２
０
２
２
年
４
月
12

日
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
地
下
鉄

Ｎ
線
車
内
で
銃
を
乱
射
し
乗
客

を
負
傷
さ
せ
た
フ
ラ
ン
ク
・
ジ

ェ
ー
ム
ズ
被
告
︵
64
︶
に
、
負

傷
さ
せ
た
人
数
分
と
な
る
10
回

の
終
身
刑
と
銃
発
砲
に
よ
る
10

年
の
懲
役
刑
が
言
い
渡
し
た
。

　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
被
告
は
発
煙
弾

を
点
火
さ
せ
た
上
で
乱
射
し

た
。
10
人
が
撃
た
れ
負
傷
し
た

が
、幸
い
死
者
は
で
な
か
っ
た
。

被
告
は
現
場
か
ら
逃
走
し
た
た

め
、
警
察
官
が
道
路
や
地
下
鉄

を
警
備
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
出

動
し
、
学
校
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

と
な
る
な
ど
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
全

体
が
麻
痺
す
る
事
態
と
な
っ

た
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
被
告
は
事
件

か
ら
30
時
間
後
に
自
首
し
、
逮

捕
さ
れ
た
。

　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
被
告
は
大
量
輸

送
車
両
に
対
す
る
テ
ロ
攻
撃
や

そ
の
他
の
暴
力
行
為
を
行
っ
た

10
件
と
自
分
の
犯
行
を
促
進
す

る
た
め
に
銃
を
発
砲
し
た
１
件

の
計
11
件
の
犯
行
を
認
め
た
。

公
判
で
ジ
ェ
ー
ム
ズ
被
告
は

﹁
愚
か
な
暴
力
に
よ
る
卑
劣
な

行
為
﹂
と
し
な
が
ら
も
、
人
種

差
別
と
適
切
な
ケ
ア
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
精
神
疾
患
の
被
害

者
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。

し
か
し
被
告
は
３
年
前
に
犯
行

を
思
い
立
ち
、
地
下
鉄
の
車
内

で
使
用
す
る
た
め
の
弾
薬
や
発

煙
弾
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
購
入
す

る
な
ど
計
画
的
な
も
の
だ
っ

た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ン
ツ
判

事
は
被
告
の
問
題
の
あ
る
経
歴

を
認
め
つ
つ
、﹁
乱
射
は
剥
き

出
し
の
悪
の
行
為
で
あ
り
、
地

下
鉄
だ
け
で
な
く
市
全
体
に
対

す
る
攻
撃
だ
っ
た
﹂
と
述
べ
、

判
決
を
言
い
渡
し
た
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
地
下
鉄
乱
射
犯

終
身
刑
10
人
分
の
実
刑
判
決

http://myriverside.net/home
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://kkobo.com/
http://jch-tomo.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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﹁V
isa B

ulletin

﹂
と
は
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
の
申
請
の
可
能

性
を
詳
細
に
示
し
た
月
次
の
チ

ャ
ー
ト
の
こ
と
で
す
。
グ
リ
ー

ン
カ
ー
ド
の
年
間
上
限
発
行
数

や
国
別
の
割
り
当
て
を
考
慮
し

て
、
ど
の
人
が
グ
リ
ー
ン
カ
ー

ド
を
申
請
で
き
る
か
を
記
し
て

お
り
、
国
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
閲
覧
可
能
で
す
。

　

チ
ャ
ー
ト
で
は
、Fam

ily-
Sponsored

︵
家
族
が
ス
ポ

ン
サ
ー
︶
とE

m
ploym

ent-
B

ased

︵
雇
用
主
が
ス
ポ
ン
サ

ー
︶
の
そ
れ
ぞ
れ
が
確
認
で
き

ま
す
。
雇
用
主
が
ス
ポ
ン
サ
ー

の
場
合
、
雇
用
内
容
に
応
じ

５
つ
の
Ｅ
Ｂ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

い
ず
れ
か
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

﹁Priority D
ate (

優
先
日) 

﹂

は
申
請
者
が
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド

の
申
請
を
い
つ
提
出
で
き
る
か

の
判
断
基
準
で
す
。
も
し
申
請

者
が
新
し
い
ス
ポ
ン
サ
ー
︵
雇

用
主
︶
に
移
行
す
る
際
、
過
去

の
ス
ポ
ン
サ
ー
で
申
請
の
時
の

優
先
日
を
持
ち
越
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
移
民
専
門
家
は
常
に

こ
のV

isa B
ulletin

を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
申

請
の
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
を
確
実

に
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
取
得
の
最
終

手
続
き
で
あ
る
フ
ォ
ー
ム
Ｉ-

４
８
５
は
個
人
の
詳
細
と
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
質
問
に
回
答
し
申

請
者
が
米
国
に
と
っ
て
問
題
の

な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
申
請

か
ら
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
取
得
ま

で
お
よ
そ
８
〜
24
か
月
か
か
る

と
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
も
変
動

し
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー

ド
取
得
時
に
約
束
さ
れ
て
い
る

給
料
は
申
請
者
が
グ
リ
ー
ン
カ

ー
ド
を
受
け
取
る
ま
で
雇
用
主

は
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
何
か
し
ら
の
理
由

で
ビ
ザ
申
請
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
国
の
個
人
が
、
そ
う

い
っ
た
問
題
の
な
い
国
の
人
と

結
婚
す
る
場
合
、
ど
ち
ら
か
の

有
利
な
優
先
日
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

家
族
が
不
当
な
遅
延
な
し
で
一

緒
に
進
行
で
き
る
こ
と
を
確
保

し
ま
す
。V

isa B
ulletin

に

つ
い
て
ご
質
問
等
あ
り
ま
し
た

ら
弊
社
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

︵
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
︶

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

﹁V
isa B

u
lletin

﹂
移
民
ビ
ザ

申
請
に
お
い
て
の
重
要
な
役
割

33

　

国
連
総
会
前
の
９
月

13

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
部
で

﹁SD
G

s L
ocalization

 by 
and for Y

outh through
D

igital Innovation

﹂
と
題

す
る
ユ
ー
ス
会
合
が
行
わ
れ

国
連
総
会
で
ユ
ー
ス
会
合 / 

ゲ
ー
ミ
フ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の SD

G
s 

へ
の
試
み

た
。
次
世
代 (

Ｚ
や
ア
ル
フ
ァ

世
代)

若
者
た
ち
に
よ
る
若
者

た
ち
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ

ー
シ
ョ
ン
か
ら
の SD

G
s 

ロ

ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す

試
み
だ
。

■
ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
は
、
英
語
の

﹁gam
ification

﹂

か

ら
き
た
も
の
で
、
日
本

語
で
は
﹁
ゲ
ー
ム
化
﹂

と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
と
い
う
。 

ゲ
ー
ム

を
本
来
の
目
的
と
し
な

い
サ
ー
ビ
ス
等
に
ゲ
ー

ム
要
素
を
応
用
す
る
こ

と
で
、
参
加
者
を
楽
し

く
熱
中
さ
せ
、
学
習
や

目
標
達
成
へ
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
高
め
よ
う

と
す
る
こ
と
を
指
す
。

■
ユ
ー
ス
会
合
の
主
旨

　

本
会
合
は
、
国
連

SD
G

s 

サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
３
、

国
連
気
候
会
議
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
、
国

連
未
来
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
４
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
若
者
た
ち

が SD
G

s 

の
地
域
浸
透
へ
の

具
体
策
に
つ
い
て
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

■
具
体
的
な
ゴ
ー
ル

　

(

１) SD
G

s 

の
達
成
を
加

速
す
る
た
め
に
、
1
体
系
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
供
す
る
、
2

画
期
的
な
技
術
的
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
探
求
す
る
。
そ
し
て
、

国
連
機
関
、
地
方
自
治
体
、
市

民
社
会
が
、
同
じ
理
解
の
上
で

利
用
で
き
る
よ
う
に
、SD

G
s 

の
行
動
方
針
、
報
告
や
伝
達
の

流
れ
、
検
証
ス
タ
イ
ル
、
認
証

付
与
プ
ロ
セ
ス
を
簡
単
に
し
、

ゲ
ー
ム
感
覚
で
理
解
の
向
上
と

連
携
力
を
高
め
る
こ
と
で
あ

る
。

ま
た(

２)
世
界
都
市
フ
ォ
ー

ラ
ム X

I 

で
採
択
さ
れ
た
持
続

可
能
な
都
市
化
へ
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ユ
ー
ス
宣
言
を
新
た
に
更

新
し
、
気
候
変
動
な
ど
急
務
な

環
境
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、

若
者
た
ち
の
自
ら
の
参
画
を
促

し
、
未
来
の
た
め
の
地
域
協
定

(

意
識
合
わ
せ)

を
促
進
す
る

こ
と
で
あ
る
。

■
日
本
の
若
者
た
ち
に
も
参
画

の
機
会
と
な
る
か

　

ゲ
ー
ミ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
世
界
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、SD

G
s 

の

地
域
浸
透
化
の
理
解
向
上
を
進

め
る
こ
と
は
、
日
本
の
ゲ
ー
マ

ー
や
次
世
代
に
と
っ
て 

Ｉ
Ｔ

技
術
の
進
化
と
と
も
に
参
画
し

や
す
い
分
野
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
世
界
の
若
者
達
の
今
後
の

国
境
や
人
種
を
越
え
た
連
携
プ

レ
イ
を
期
待
し
た
い
。

■
﹁
国
連
ウ
ェ
ブ 

Ｔ
Ｖ
﹂

SD
G

s L
ocalization

 by 
and F

or Y
outh through 

D
igital Innovation

https://m
edia.un.org/en/

asset/k1z/k1zgv0bnc6

■
古
市
裕
子

SDGs-NY
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

(

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
×
日

系
企
業
Ｎ
Ｙ
進
出
支
援)NY 

Marketing Business Action, 
Inc.

代
表
取
締
役
。
国
連
大
学

SDGs

研
究
員
。
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ

Ｙ
17
年
勤
務
。
著
書
︻SDGs

ピ
ボ
ッ
ト
戦
略
：
欧
米
企
業

１
２
事
例
集
／SDGs

×
次

世
代
×
企
業
価
値
︼https://

www.amazon.co.jp/dp/
B09NVMP2DF

EVENT
■ジャパンフェス＠イーストビレッジ＝
10/28　10:00 〜 18:00　ジャパンフェス・
フィナーレと題した今年最後のストリー
トフェア。焼きそば、ラーメン、焼き鳥
など多くのベンダーが集結する日本食の
祭典。詳細は https://www.japanfes.com
■ ク イ ー ン ズ・ ナ イ ト マ ー ケ ッ ト ＝
10/28 ま で　17:00 〜 24:00  New York 
Hall of Science（at Flushing Meadow Co-
rona Park）春から開催されていた夜市も
10 月末で終了。涼しくなった夜を約 100
店舗のベンダーが連なる屋外マーケット
で楽しもう。
詳細は https://queensnightmarket.com/
■松井秀喜の野球教室＝ 10/29  NY 州
内の会場（参加者のみに通知）で松井氏
による指導、記念撮影、サイン会が行わ
れる。参加対象はトライエステート在
住の小学 4 〜 6 年生の男女。参加費無
料。申し込みは 10/15 までに応募リンク
https://shorturl.at/DJKPW から。

CLASS/SEMINAR
■小林さやか講演会「子どもの能力を引
き出す 5 つの方法」＝ 10/14 NY 日系人
会（49 W 45th St. 5F）ビリギャルで知
られる小林さんの NY 初講演会。現在コ
ロンビア教育大学院で学ぶ目線から、子
どもたちのために大人がどうあるべきか
などを話す。参加費：$45
■齋藤会計事務所オンラインセミナー

「海外所得、国際相続、贈与の税務」＝
10/30　21:00　日米税務会計のエキス
パートが日本での海外所得、国際相続、
贈与の税務を解説する。ゲストスピー
カーは米国公認会計士の齋藤美智子。申
し込みは氏名、メールアドレス、会社名、
住所、部署・役職、参加人数を明記しEメー

ル mnakano@saitollp.com まで。
■ 在 米 者 向 け「 終 活 」 ウ ェ ビ ナ ー ＝
11/16 までの毎週木曜　20:00  テーマ
は、相続対策から日本国籍を放棄した人
の帰化申請、墓じまいや海洋散骨の基礎
知識、高齢者向けの住宅事情など、各分
野の専門家が週替わりで最新情報を説明
する。10/19 は「法律の変更で海外在住
者も有利に、知っておきたい老齢年金の
請求手続き」、10/26「墓じまいに関す
る基礎知識」、11/2「帰国後の住まい探
しのコツ＆日本国内の不動産売却につい
て」、11/9「人生 100 年を幸せに過ごす
ために。元気なうちから入居できるサー
ビス付き高齢者向け住宅グランドマスト
を徹底解説」、11/16「お墓を移転・撤
去するには？遺骨を海外に送るには？墓
じまい大質問会」。参加費無料。詳細は
https://pro.kurashifeed.com

MUSIC　　　　

■ 第 15 回 風 の 環 コ ン サ ー ト ＝ 11/5　
16:30   Merkin Hall at Kaufman Music Cen-
tre（129 W 67th St.）今年はトルコの伝
統音楽継承活動をしているターキッシュ
＆インターナショナル・ミュージックア
ンサンブルを迎えトルコ地震のチャリ
ティーコンサートとなる。ほかの出演は、
風の環少年少女合唱団、風の環室内アン
サンブル、混声合唱団ジャパンコーラル
ハーモニーとも。入場料：$20　詳細は
https://www.kaufmanmusiccenter.org/

THEATRE/DANCE 
■第 61 回 NY 映画祭＝ 10/15 まで   市
内各会場　世界の話題を集めた 32 作品
のほか、注目の新作、ドキュメンタリー、
実験映画などのプログラムを上映。日本
からは濱口竜介監督『悪は存在しない』、
宮崎駿監督のアニメ新作『君たちはどう
生きるか』、空音央監督が父である坂本
龍一の最後のコンサートを撮った作品な
どが上映される。詳細は https://www.
filmlinc.org/nyff2023/
■スタジオジブリフェス 2023「千と千
尋の神隠し（Spirited Away）」＝ 10/28
〜 11/1　AMC Empire 25（234 W 42nd 
St.）など各劇場　日本のアニメ制作会社
スタジオジブリが製作した長編アニメ映
画を紹介するフェスで全米の映画館にて
開催。吹き替え版と日本語版（英語字幕）
がある。詳細は https://www.fathomev-
ents.com/series/studio-ghibli-fest

ART
■大日方真（おびなたまこと）個展＝
10/22 まで　NY 私立大学シティーカレッ
ジ・コーエン記念資料室ギャラリー　水
彩画家・長野県出身の大日方による NY
で初となる作品展。入場無料。
■ 佐 藤 可 英 個 展「Transboundary ＝
10/30 まで   Buunni Coffee Inward（4961 
Broadway）インウッド在住の佐藤による
絵画作品展。佐藤は武蔵野美術大学を卒
業後、日本やイタリアで展示会を行い、
2013 年に活動の拠点を NY に移した。入
場無料。
■ミドリ・カーティス作品展＝ 11/4 ま
で　Works Gallery（1250 Madison Ave）
日本での過去の記憶と NY での現在の生
活を反映した、有機的・幾何学的なフォ
ルムを並置したモノプリント、木版画な
どの作品を展示。入場無料。日曜休廊。
詳細は https://www.worksgallery.com/
■シアカ章子 NY 展＝ 11/7 まで　Inter-
na tional Cen ter of CCCS（80 Maiden 
Ln.14F）1989 年 以 来 34 年 ぶ り と な る
NY での作品展。地球上で起こる気象現
象をテーマにした新作 15 点を展示。土
日休廊。詳細は https://artspheres.org/

孤独な人物のバランス　巨匠ジム・レナート作品展
チェルシーのキャバリア・ギャラリーで 28 日まで
　キャバリア・ギャラリー ( 西 24 丁目 530 番地）は、アーティスト、ジ
ム・レナートの新作彫刻、ドローイング、ペインティングの個展「Balance」
を開催している。2014 年以来、ニューヨークの６番街と 55 丁目の角に立
つ男性像をはじめ街角を彩るビジネスマンたちのブロンズ彫刻で知られ、
今回新たに全米彫刻協会フェローに選出されたジム・レナートの最新作を
紹介している。プロトタイプの台座に置かれた粘土彫刻には、詳細なスケ
ッチが添えられており、アーティストのスタジオでの制作過程をギャラリ
ーの空間に持ち込んでいる。一連の孤独な人物は、バランスを取りながら
奮闘している。10 月 28 日まで。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
︶
で
は
現
在
、

フ
ル
タ
イ
ム
の
職
員
︵
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
及
び
運
営
︶
を
募
集

し
て
い
る
。

　

募
集
職
種
の
主
な
業
務
内
容

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
計
画
お
よ
び
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン︵
オ
ン
ラ
イ
ン
、

イ
ン
パ
ー
ソ
ン
両
方
︶。
全
般

的
な
事
務
作
業
、
理
事
会
へ
の

対
応
、
新
規
会
員
獲
得
や
既
存

会
員
の
維
持
に
向
け
た
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
。

　

応
募
資
格
は
米
国
で
働
け
る

ビ
ザ
を
持
っ
て
い
る
人
。
ビ
ジ

ネ
ス
レ
ベ
ル
で
日
英
語
両
方

を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
で
き
る
人
。
求
め
て

い

る

の

はW
ord

、E
xcel

、

Pow
erPoint

を
使
い
文
書
、

資
料
の
作
成
が
で
き
る
人
。
週

3
日
事
務
所
勤
務
、
2
日
在
宅

勤
務
が
で
き
る
人
︵
日
数
は
変

更
の
可
能
性
あ
り
︶。
給
与
お

よ
び
福
利
厚
生
＝
43
〜
45
Ｋ

︵
経
験
に
よ
る
︶、
団
体
健
康
保

険
︵
医
療
、
歯
科
、
視
覚
︶、

年
金
制
度
︵
４
０
１
Ｋ
︶。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
英
文
レ

ジ
ュ
メ
を
添
付
の
う
え
、
志
望

動
機
を
含
め
た
自
己
紹
介
を

記
載
し
、
メ
ー
ル
を
担
当
者

＝R
ebecca C

ass

︵rcass@
jcciny.org

︶
ま
で
送
付
す
る

こ
と
。

　

書
類
審
査
後
、
面
接
︵
オ
ン

ラ
イ
ン
あ
る
い
は
イ
ン
パ
ー
ソ

ン
︶
に
つ
い
て
連
絡
す
る
。

Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所

フ
ル
タ
イ
ム
職
員
を
募
集

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保
健
局
は

こ
の
ほ
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た

人
の
数
の
デ
ー
タ
報
告
を
中
止

し
た
。
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
の

公
衆
衛
生
上
の
緊
急
事
態
が
終

了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
薬
局
に

Ｎ
Ｙ
市
全
市
予
防
接
種
登
録

簿
︵
Ｎ
Ｙ
Ｃ　

Ｃ
Ｉ
Ｒ
︶
へ
の

報
告
を
す
る
義
務
が
な
く
な
っ

た
た
め
で
、
保
健
局
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
デ
ー
タ

の
更
新
は
９
月
23
日
で
止
ま
っ

て
い
る
。
報
告
を
義
務
付
け
る

に
は
新
た
な
州
法
が
必
要
と
い

う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
保
健
省

は
依
然
と
し
て
、
Ｎ
Ｙ
州
予
防

接
種
情
報
シ
ス
テ
ム (

Ｎ
Ｙ
Ｓ

Ｉ
Ｉ
Ｓ
︶
と
Ｎ
Ｙ
Ｃ　

Ｃ
Ｉ
Ｒ
、

お
よ
び
連
邦
機
関
︵
退
役
軍
人

保
健
局
︶
の
報
告
ほ
か
に
基
づ

い
た
接
種
デ
ー
タ
を
公
表
し
て

い
る
が
、
Ｎ
Ｙ
市
の
デ
ー
タ
は

不
完
全
な
も
の
に
な
る
。

  

米
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー

︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶
の
デ
ー
タ
も
同
様

だ
。
９
月
末
か
ら
新
し
い
変
異

種
向
け
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始

ま
っ
た
が
、
ど
の
程
度
の
人
た

ち
が
接
種
し
た
か
わ
か
ら
な
い

状
態
に
な
る
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
は
終
わ
っ
て
お
り
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
は
も
は
や
重
要
な
も
の

で
は
な
い
と
の
こ
と
だ
。

　

白
い
紙
製
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種

カ
ー
ド
も
廃
止
に
な
る
。
新
し

い
ワ
ク
チ
ン
は
連
邦
政
府
に
よ

っ
て
配
布
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
新
し
い
カ
ー

ド
の
印
刷
を
す
で
に
停
止
し

た
。
連
邦
政
府
は
最
初
の
ワ
ク

チ
ン
が
登
場
し
た
２
０
２
０
年

末
か
ら
５
月
10
日
ま
で
の
間
に

９
億
８
０
０
０
万
枚
以
上
の
カ

ー
ド
を
配
布
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

デ
ー
タ
報
告
中
止

Ｎ
Ｙ
市
保
健
局

　

踊
り
な
が
ら
絵
を
描
く
﹁
踊

絵
師
﹂
と
し
て
日
本
で
絶
大
な

人
気
を
誇
る
神
田
さ
お
り
が
、

28
日
︵
土
︶
午
後
５
時
か
ら
日

本
ク
ラ
ブ
７
階
の
日
本
ギ
ャ
ラ

リ
ー︵
西
57
丁
目
１
４
５
番
地
︶

で
ラ
イ
ブ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

︵
特
別
協
賛
・B

ulls T
okyo

、

協
賛
：
岡
田
美
術
館
、
協
力
：

日
本
ク
ラ
ブ
︶
を
行
う
。
神
田

自
ら
音
楽
制
作
を
担
当
し
、
リ

ミ
ッ
ク
ス
し
た
現
代
的
な
音
楽

に
合
わ
せ
、
踊
り
な
が
ら
、
歌

い
な
が
ら
、
素
手
に
た
っ
ぷ
り

と
絵
の
具
を
つ
け
、
全
身
全
霊

を
ぶ
つ
け
な
が
ら
大
画
面
を
描

き
あ
げ
る
。
企
画
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
、
日
本
の
ア
ー
ト
最
前

線
を
紹
介
し
続
け
る
こ
と
で
知

ら
れ
る
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
佐
藤

恭
子
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
ラ
イ

ブ
に
先
駆
け
当
日
午
後
４
時
か

ら
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
ま

た
前
日
27
日
午
後
８
時
か
ら
９

時
ま
で
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア

の
ナ
ス
ダ
ッ
ク
電
光
掲
示
板
の

ス
ク
リ
ー
ン
に
神
田
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
映
写
さ
れ
る
。

映
写
の
主
催
は V

ision A
rt 

M
edia

、
特
別
協
賛
はB

ulls 
T

okyo

、
協
賛
：
岡
田
美
術

館
、H

IN
A

T
A

。
28
日
の
日

本
ク
ラ
ブ
で
の
ラ
イ
ブ
鑑
賞
は

入
場
無
料
だ
が
要
予
約
で
申

し
込
み
先
はk@

kyokosato.
m

e

　

佐
藤
さ
ん
。

踊りながら絵を描く 神田さおりＮＹライブ
日本ギャラリーで 28 日

https://www.worksgallery.com/
https://artspheres.org/
https://www.japanfes.com
mailto:mnakano@saitollp.com
https://pro.kurashifeed.com
https://queensnightmarket.com/
https://shorturl.at/DJKPW
https://www.kaufmanmusiccenter.org/
https://www.fathomev-ents.com/series/studio-ghibli-fest
https://www.fathomev-ents.com/series/studio-ghibli-fest
https://www.fathomev-ents.com/series/studio-ghibli-fest
https://media.un.org/en/asset/k1z/k1zgv0bnc6
https://www.amazon.co.jp/dp/B09NVMP2DF
mailto:rcass@jcciny.org
https://www.filmlinc.org/nyff2023/
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米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　アメリカ人の友人が、マンハッタンのレストランに電話して、娘さんの誕生日パーティーのた
めに奥様が作ったデザートを、持ち込んで良いかと聞きました。そのレストランの答えは、

「Cakeage は客一人につき５ドルです」。Cakeage（ケーキ持ち込み料）という比較的新しい言葉は、
ワインの持ち込み料を意味する Corkage を真似て作られました。（この Cork はコルクで、コル
ク栓抜き料ということでしょう。）

　日本で、レストランにワインやデザートを持ち込むという発想はあまりないでしょうが、アメリカの多くの店が持ち
込み料と引き換えに認めます。（事前に確認してください！）　とりわけ誕生日に自家製ケーキを持っていくのは楽しい
でしょう。ハッピー・バースデーの大合唱の後、誕生日の当人がケーキを飾るローソクを吹き消すのを見て、周りのテ
ーブルの人たちも一斉に拍手するのは、アメリカのレストランでよく見かける微笑ましい光景です。
　ちなみにマンハッタンでは、ワインの Corkage は３０から５０ドル位が普通です。レストランでのワインの値段は、
仕入れ値の３倍位と言われていますから、高いワインを飲むのなら、持ち込んで Corkage を払った方が得という計算
が働きます。一方、「Cakeage は一人５ドル」と言われた、この友人。皆の盛大な拍手の後、店の人が大きなフルーツ・
ケーキを上手に切り分けて、きれいなお皿で配ってくれたので、奥様も娘さんも大喜びしたそうです。今度は夫婦の結
婚記念日の食事（Anniversary Dinner) に行くと言っています。客の希望を満たすのは、サービスとしてもビジネス
としても理にかなっていますね。                                                                    （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Cakeage   ケーキ持ち込み料
 米 語
Watch

 【259】

ア
メ
リ
カ
の
Ｈ
Ｒ
の
歴
史
と
変
遷  

そ
の
２

クイック USA

149

 　

そ
の
昔
を
思
い
返
し
て
み

ま
す
と
、
当
時
働
い
て
い
た
日

本
の
大
手
財
閥
系
企
業
が
バ

ブ
ル
華
や
か
な
り
し
頃
の
流
れ

で
、
ほ
ぼ
債
務
超
過
に
陥
っ
て

い
る
ア
メ
リ
カ
の
老
舗
半
導
体

メ
ー
カ
ー
を
買
収
し
、
第
一

弾
の
駐
在
員
と
し
て
親
会
社

か
ら
送
ら
れ
て
き
た
そ
の
一

員
に
こ
の
私
も
含
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
１
９
８
７

年
後
半
の
こ
と
で
、
ア
メ
リ

カ
に
送
ら
れ
て
き
て
最
初
に

出
会
っ
た
の
が
そ
の
会
社
の

P
erson

n
el D

epartm
en

t

の
人
た
ち
で
し
た
。
あ
あ
、
ア

メ
リ
カ
の
人
事
部
は
英
語
で

P
erson

n
el D

epartm
en

t

と
い
う
の
か
と
そ
の
と
き
初
め

て
認
識
し
た
次
第
で
し
た
。
と

こ
ろ
が
１
９
９
０
年
代
に
入
っ

て
か
ら
会
社
のPersonnel 

D
epartm

ent

は
組
織
改
革

を
断
行
し
、
名
称
もH

um
an 

R
esources

、
略
し
て
Ｈ
Ｒ 

D
epartm

ent

に
変
わ
り
ま
し

た
。
ま
だ
１
９
９
０
年
代
初
め

に
お
い
て
は
Ｈ
Ｒ
と
い
う
言
い

方
も
略
語
も
ア
メ
リ
カ
人
一
般

に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お

ら
ず
、
Ｈ
Ｒ
と
言
っ
て
み
た

と
こ
ろ
で
、﹁W

hat do you 
m

eans by H
R

?

﹂
と
い
ぶ

か
し
げ
に
聞
き
返
さ
れ
る
の
が

せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
し
た
。

 　

こ
と
ほ
ど
左
様
に
今
か
ら

30
年
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
、
Ｈ

Ｒ
の
呼
び
方
さ
え
も
世
間
で

の
市
民
権
を
得
て
い
た
と
は
と

て
も
い
え
な
か
っ
た
わ
け
で
す

が
、
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら

２
０
０
０
年
代
中
ば
に
か
け
て

と
り
わ
け
新
し
い
連
邦
お
よ
び

各
州
で
の
雇
用
法
が
制
定
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
Ｈ
Ｒ
は
そ
の

対
応
に
向
け
て
多
忙
を
極
め
る

よ
う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ

れ

ま

で

は
、Personnel 

D
epartm

ent

の
呼
び
代
え
程

度
に
み
ら
れ
て
い
た
Ｈ
Ｒ
は
、

ま
だ
ま
だ
会
社
の
従
業
員
は
コ

ス
ト
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
考
え
方
が
ア
メ
リ
カ
で
は
支

配
的
で
、
特
に
シ
リ
コ
ン
サ
イ

ク
ル
と
い
う
浮
き
沈
み
の
大
き

い
半
導
体
業
界
で
は
そ
の
サ
イ

ク
ル
に
よ
っ
て
操
業
の
シ
ャ
ッ

ト
ダ
ウ
ン
や
そ
れ
に
伴
う
レ
イ

オ
フ
も
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 　

そ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の

ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
流
動
性
の

高
い
雇
用
慣
行
の
中
で
人
事
担

当
者
の
団
体
で
あ
る
Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｍ

の
果
た
し
て
き
た
役
割
と
そ
の

影
響
は
甚
大
な
も
の
が
あ
っ
た

と
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
と

り
わ
け
ま
だ
ま
だ
記
憶
が
鮮
明

に
残
っ
て
い
る
前
例
の
な
い
コ

ロ
ナ
禍
で
の
Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｍ
が
提
供

し
て
き
た
一
連
の
ポ
リ
シ
ー
や

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
法
令
情
報
や

解
釈
に
は
私
に
と
っ
て
も
暗
闇

を
模
索
す
る
中
で
の
一
条
の
灯

火
を
与
え
て
く
れ
た
か
け
が
え

の
な
い
リ
ソ
ー
ス
で
あ
っ
た
と

申
せ
ま
す
。
日
本
で
は
人
的
資

源
経
営
な
る
言
葉
を
最
近
は
耳

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
脈
絡
と
な
る
も
の
は

ア
メ
リ
カ
で
は
75
年
前
か
ら
連

綿
と
し
て
続
い
て
き
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

企
業
や
組
織
の
運
営
の
中
で

H
R

が
果
た
す
役
割
や
使
命
は

ま
す
ま
す
重
み
と
そ
の
影
響
と

を
増
し
て
い
く
も
の
と
な
る
こ

と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

酒
井 

謙
吉

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

機内客席に個室型も

Ｊ
Ａ
Ｌ
が
エ
ア
バ
ス
導
入
で

新
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

　

日
本
航
空
︵
Ｊ
Ａ
Ｌ
︶
は
約

20 

年
ぶ
り
の
国
際
線
新
フ
ラ

ッ
グ
シ
ッ
プ
と
し
て
、
エ
ア
バ

スA
350-1000 

型
機
を
導
入

し
年
内
に
就
航
す
る
。
機
内
イ

ン
テ
リ
ア
は
、
高
い
機
体
性
能

で
随
所
に
日
本
の
伝
統
美
を
浸

み
こ
ま
せ
た
上
質
な
客
室
に
仕

上
げ
て
い
る
。
座
席
に
つ
い
て

は
、す
べ
て
の
ク
ラ
ス
で
刷
新
。

１
便
で
６
席
だ
け
の
扉
付
き
個

室
座
席
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ

ス
、
前
後
間
隔
を
十
分
に
確
保

し
た
54
席
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス

︵
扉
付
き
個
室
座
席
︶、
電
動
リ

ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
能
を
備
え
た

プ
レ
ミ
ア
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
、
前
後
間
隔
の
広
い
快
適
空

間
に
磨
き
を
か
け
た
エ
コ
ノ
ミ

ー
ク
ラ
ス
を
用
意
し
て
い
る
。

機
内
食
は
、
多
様
化
す
る
嗜
好

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
を
順
次
開
始
し
、
食

器
や
カ
ト
ラ
リ
ー
類
は
脱
石
油

由
来
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
の
使

用
な
ど
環
境
負
荷
の
軽
減
・
社

会
課
題
の
解
決
も
推
進
。ま
た
、

機
内
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・

ア
ビ
オ
ニ
ク
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
︵
米
国
︶
の
最
新
機
内
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
と
機
内W

i-Fi

サ
ー
ビ
ス
を

導
入
す
る
。
全
ク
ラ
ス
に
４
Ｋ

モ
ニ
タ
ー
設
置
とB

luetooth

接
続
が
可
能
な
設
備
を
備
え
、

来
春
か
ら
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
ア
プ
リ
と

の
連
携
に
よ
り
﹁
お
気
に
入
り

リ
ス
ト
﹂
を
作
れ
る
よ
う
に
な

る
な
ど
、
よ
り
充
実
し
た
機
内

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
体
験

を
楽
し
め
る
。

　

上
川
陽
子
外
務
大
臣
は
３

日
、午
後
３
時
か
ら
約
30
分
間
、

ス
ザ
ン
ヌ
・
ク
ラ
ー
ク
全
米
商

工
会
議
所
会
頭
ほ
か
全
米
商
工

会
議
所
・
米
日
経
済
協
議
会
一

行
の
表
敬
を
受
け
た
。

　

上
川
大
臣
は
ク
ラ
ー
ク
会
頭

が
全
米
商
工
会
議
所
の
初
の
女

性
会
頭
で
あ
る
旨
を
言
及
し
つ

つ
、
政
治
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
い
ず

れ
の
分
野
で
も
女
性
の
活
躍
が

益
々
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
述

べ
た
。
ま
た
、
日
本
は
４
年
連

続
で
世
界
最
大
の
対
米
投
資
国

で
、
米
国
は
日
本
に
と
っ
て
も

最
大
の
直
接
投
資
国
で
あ
り
、

全
米
商
工
会
議
所
及
び
米
日
経

済
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
企
業
が

強
固
な
日
米
関
係
の
礎
と
な
っ

て
い
る
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
ク
ラ
ー
ク
会
頭
は
、
米
国

に
お
け
る
日
本
企
業
の
貢
献
に

対
し
て
謝
意
を
述
べ
、
今
後
も

地
方
レ
ベ
ル
を
含
め
て
米
日
経

済
関
係
を
強
化
す
る
た
め
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
し
た
。
ま

た
、女
性
大
臣
就
任
を
歓
迎
し
、

共
に
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

女
性
起
業
家
や
ビ
ジ
ネ
ス
関
係

者
に
前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

出
す
必
要
が
あ
る
と
の
問
題
意

識
を
共
有
し
た
。

全
米
商
工
会
議
所
一
行

上
川
外
務
大
臣
表
敬
訪
問

■
﹃
北
米
ト
ヨ
タ
、
韓
国LG

エ
ナ
ジ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と

バ
ッ
テ
リ
ー
の
供
給
契
約
を
締

結
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
10
月
4
日
、

北
米
ト
ヨ
タ
︵
Ｔ
Ｍ
Ｎ
Ａ
︶
と

韓
国
の
バ
ッ
テ
リ
ー
メ
ー
カ
ー

Ｌ
Ｇ
エ
ナ
ジ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
︵
Ｌ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
︶
と
の
間
で
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー

モ
ジ
ュ
ー
ル
供
給
契
約
を
締
結

し
た
と
発
表
し
た
。
■
﹃
リ
チ

ウ
ム
電
池
の
ノ
ー
ス
ボ
ル
ト
、

カ
ナ
ダ
に
ギ
ガ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

を
建
設
へ
、
連
邦
・
州
政
府
が

支
援
﹄︵
ト
ロ
ン
ト
発
︶
＝
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
リ
チ
ウ
ム
電
池

メ
ー
カ
ー
、
ノ
ー
ス
ボ
ル
ト
は

9
月
28
日
、
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ

ク
州
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
郊
外

に
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ

リ
ー
の
大
規
模
生
産
工
場
﹁
ギ

ガ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
﹂
を
建
設
す

る
意
向
を
発
表
し
た
。
同
社
の

発
表
に
合
わ
せ
、
カ
ナ
ダ
政
府

や
ケ
ベ
ッ
ク
州
政
府
も
公
的
支

援
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。

■
﹃
米
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
、
矢
崎
グ
ル

ー
プ
の
メ
キ
シ
コ
工
場
で
の
労

働
問
題
解
決
を
発
表
﹄︵
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝
米
国
通
商
代

表
部
︵
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
︶
は
10
月
4

日
、
メ
キ
シ
コ
政
府
に
事
実
確

認
を
要
請
し
て
い
た
矢
崎
グ
ル

ー
プ
の
自
動
車
部
品
工
場
で
の

労
働
問
題
が
解
決
し
た
と
発
表

し
た
。
■
﹃
米
グ
ー
グ
ル
の
反

ト
ラ
ス
ト
法
違
反
の
訴
訟
で
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
証

言
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
サ
テ
ィ

ア
・
ナ
デ
ラ
最
高
経
営
責
任
者

︵
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶
は
10
月
2
日
、
米

国
司
法
省
が
２
０
２
０
年
10
月

に
反
ト
ラ
ス
ト
法
︵
日
本
の
独

占
禁
止
法
に
相
当
︶
違
反
の
疑

い
で
グ
ー
グ
ル
を
訴
え
た
裁
判

で
、
司
法
省
側
の
証
人
と
し
て

証
言
し
、
グ
ー
グ
ル
が
独
占
的

な
地
位
を
利
用
し
て
競
争
を
阻

害
し
た
と
の
見
方
を
示
し
た
。

■
﹃
共
和
党
予
備
選
早
期
実
施

州
で
ト
ラ
ン
プ
氏
の
リ
ー
ド

続
く
、
米
大
統
領
選
世
論
調

査
﹄︵
調
査
部
米
州
課
発
︶
＝

２
０
２
４
年
大
統
領
選
挙
の
共

和
党
候
補
者
の
第
2
回
討
論
会

が
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
前

大
統
領
不
参
加
の
ま
ま
9
月
27

日
に
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
で

も
、
早
期
に
共
和
党
予
備
選
が

実
施
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ

ャ
ー
州
の
世
論
調
査
で
は
、
ト

ラ
ン
プ
氏
が
依
然
リ
ー
ド
し
て

い
る
。
▽
ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳

細
は
、
ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー

ス
10
月
５
日
号
を
参
照
。
問
い

合
わ
せ
は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務

所
。
Ｅ
メ
ー
ル
　rept@

jetro.
go.jp

http://www.rostamilaw.com
https://hls-global.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com


2023 年（令和 5 年）10 月14 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(8  )

　

10
回
目
と
な
る
ジ
ャ
パ
ン
フ

ェ
ス
大
人
気
の
ラ
ー
メ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
が
10
月
７
日
と
８
日
に

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
開
催
さ
れ
、

昨
年
に
続
き
、
鬼
そ
ば
藤
谷
が

３
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。
今

回
は
６
店
舗
が
優
勝
を
競
い
合

っ
た
。
2
位
は
麺
屋
た
い
そ

ん
、
３
位
は
ら
ー
め
ん
チ
キ
ン

野
郎
だ
っ
た
。
優
勝
し
た
藤
谷

拓
廊
さ
ん
︵
42
︶
は
、
日
本
の

モ
ノ
マ
ネ
タ
レ
ン
ト
︵
芸
名
・

H
E

Y
!

た
く
ち
ゃ
ん
︶
で
一
世

を
風
靡
し
た
人
。

　

２
０
１
１
年
に
東
京
ラ
ー
メ

ン
シ
ョ
ー
で
優
勝
し
、
12
年
渋

谷
セ
ン
タ
ー
街
に
自
身
の
店
鬼

そ
ば
藤
谷
を
開
店
し
た
。
16
年

に
は
大
つ
け
麺
博
の
ラ
ー
メ
ン

部
門
で
優
勝
。
２
０
１
９
年
10

月
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
ラ
ー
メ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
初
参
戦
、
プ

レ
ミ
ア
ム
ロ
ブ
ス
タ
ー
味
噌
ラ

ー
メ
ン
で
初
優
勝
を
飾
る
。
22

年
、
３
年
ぶ
り
の
ジ
ャ
パ
ン
フ

ェ
ス
ラ
ー
メ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に

向
け
服
部
栄
養
専
門
学
校
に
夜

間
通
い
、
さ
ら
に
進
化
し
た
ロ

ブ
ス
タ
ー
味
噌
ラ
ー
メ
ン
で
再

度
優
勝
。
来
米
直
前
の
９
月
に

自
身
の
店
が
入
る
ビ
ル
１
階
で

火
災
が
発
生
。
そ
の
影
響
で
12

年
守
り
続
け
た
５
階
の
店
の
営

業
が
一
切
で
き
な
く
な
り
負
債

を
抱
え
る
状
態
に
。
一
時
は
渡

米
参
戦
の
断
念
も
考
え
た
が
新

た
な
る
出
発
に
な
る
と
渡
米
を

決
行
し
た
と
い
う
。﹁
来
て
よ

か
っ
た
で
す
﹂
と
男
泣
き
し
て

優
勝
を
喜
ん
で
い
た
。

ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
・
ラ
ー
メ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

鬼
そ
ば
藤
谷
が
優
勝

昨
年
に
続
き
３
回
目

　

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
動
す
る
日

本
の
4
人
組
女
性
バ
ン
ド
Ｃ
Ｈ

Ａ
Ｉ
︵
チ
ャ
イ
︶
が
10
月
6
日

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
﹁W

arsaw

﹂
で
ラ
イ
ブ
を

行
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ァ

ン
か
ら
熱
い
声
援
で
迎
え
ら
れ

た
。
Ｎ
Ｙ
公
演
は
約
1
年
ぶ
り
。

今
回
は
9
月
22
日
に
全
世
界
同

時
リ
リ
ー
ス
し
た
4
枚
目
の
ア

ル
バ
ム
﹁
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｉ
﹂
に
合
わ

せ
て
の
ツ
ア
ー
公
演
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
ー
で
は
す
で
に
7

公
演
を
こ
な
し
、
Ｎ
Ｙ
で
は
仕

上
が
っ
た
状
態
で
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
期
待
さ
れ
る
な
か
オ

ン
タ
イ
ム
で
シ
ョ
ー
は
開
始
。

　

イ
ン
ト
ロ
と
同
時
に
4
人

が
順
に
暗
い
ス
テ
ー
ジ
に
登

場
。
全
員
が
そ
ろ
う
と
背
景
の

ス
ク
リ
ー
ン
に
赤
く
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｉ

の
ロ
ゴ
が
現
れ
、
場
内
か
ら
は

歓
声
が
あ
が
り
、
歌
が
始
ま
る

と
ス
テ
ー
ジ
が
緑
一
色
に
染
め

ら
れ
た
。
1
曲
目
は
、
マ
ッ

チ
ャ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
新
曲

M
A

T
C

H
A

。
そ
の
後
は
新
曲

や
人
気
曲
な
ど
を
披
露
、
ア
ン

コ
ー
ル
は
代
表
曲N

.E
.O

.

と

新
曲K

A
R

A
O

K
E

で
締
め
く

く
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
公
演
の
あ
と
は
メ

キ
シ
コ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ツ
ア

ー
、
日
本
ツ
ア
ー
を
予
定
し
て

い
る
。

CHAI が新曲ツアー

ブルックリンで再び

 千葉真知子の

 ART COOKING

　

赤
ピ
ー
マ
ン
は
パ
プ
リ
カ
と

も
い
い
ま
す
が
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

が
豊
富
な
野
菜
で
も
あ
り
ま

す
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
セ
ン
ト
・

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
博
士
が
１
９
３
７

年
に
パ
プ
リ
カ
に
含
ま
れ
る
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
の
発
見
で
ノ
ー
ベ
ル

材料
赤ピーマン ....... 4 個
豚ひき肉 .........250g
水 ..............１８０cc
醤油 大さじ４から５
砂糖 大さじ１と１/3

赤
ピ
ー
マ
ン
の
豚
ひ
き
肉
詰
め

生
理
学
医
学
賞
を
受
賞
し
て
い

ま
す
。

ピ
ー
マ
ン
が
お
肉
と
よ
く
合
い

柔
ら
か
く
お
い
し
い
煮
物
で

す
。

作
り
方

１　

赤
ピ
ー
マ
ン
を
半
分
に
き

り
、
種
を
取
り
除
く
。

２　

豚
ひ
き
肉
を
ボ
ー
ル
に
入

れ
て
手
で
よ
く
練
る
。

３　

①
の
赤
ピ
ー
マ
ン
に
②
の

ひ
き
肉
を
詰
め
て
表
面
を
平
ら

に
す
る
。

４　

鍋
に
水
を
入
れ
て
③
の
ピ

ー
マ
ン
を
肉
の
部
分
を
下
に
し

て
並
べ
、
肉
に
火
が
通
る
ま
で

煮
る
。

５　

④
に
し
ょ
う
ゆ
、
砂
糖
を

加
え
、
途
中
ピ
ー
マ
ン
を
ひ
っ

く
り
返
し
な
が
ら
。
最
後
は
豚

肉
の
面
を
下
に
し
て
と
ろ
み
が

出
る
よ
う
に
弱
火
で
煮
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
植
山
慎
太
郎
氏

が
10
月
8
日
、
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
か
ら

２
０
２
４
年
カ
レ
ン
ダ
ー
製
作

作
品
を
発
表
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
う
舞
台

で
日
々
起
こ
る
偶
然
や
奇
跡
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
四
季
、
自
身

の
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
﹁
月
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
﹂
な
ど
の
作
品

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
を
ア

ー
ト
に
切
り
取
り”

絵
葉
書
の

よ
う
な
1
枚
に
！”

仕
上
げ
た

写
真
を
集
め
今
回
の
カ
レ
ン
ダ

ー
。

　

﹁
私
の
写
真
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
が
好
き
な
皆
さ
ま
の
励
み
に

な
れ
ば
！
﹂
と
い
う
想
い
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
。

期
間
は
10
月
8
日
か
ら
10
月
31

日
ま
で
、
返
礼
と
し
て
キ
ャ
ン

バ
ス
プ
リ
ン
ト
、
カ
レ
ン
ダ
ー

な
ど
20
点
以
上
か
ら
選
択
で
き

る
。

　

本
人
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
お

土
産
と
し
て
、
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
使
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
大
変
に
嬉
し

く
思
い
ま
す
﹂
と
語
る
。
詳

細
はhttps://cam

p-fire.jp/
projects/view

/708133

植
山
さ
ん
、
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

﹁
応
援
し
て
く
だ
さ
い
﹂

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://japanvillage.com/
https://sobaya.square.site/
https://aantcinc.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://www.hondag.com
https://www.takesushinyc.com/
https://camp-fire.jp/projects/view/708133
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 ローカル
  スクランブル　

 New Jersey に浸れるイベントだ。チケットはサ
イトで参加日時を選んで購入する。
料金や営業時間ほか詳細も、ウェ
ブ サ イ ト で。www.sixflags.com/
greatadventure/events/fright-
fest-2023

【ウェストフィールド・プレゼンツ・
アダムスフェスト】
　人気漫画「アダムスファミリー」
の作者チャールズ・アダムスが生ま
れた町、ユニオン郡ウェストフィー
ルドでは、10 月中、町をあげてアダ
ムスファミリーをテーマにした様々
なイベントを行っている。各イベン
トの詳細や有料イベントのチケット
購入などはウェブサイトで。
www.addamsfest.com

【トリックオアトリート・ウィークエ
ンド・アット・ストーリーブックラ
ンド】
　小さい子供連れの家庭に人気の遊
園地「ストーリーブックランド」（エ
ッグハーバータウンシップ、イース
トブラックホースパイク６４１５番
地）では、ヘイライドやカボチャ狩
り、迷路ほか、子供向けのイベント
を行っている。29 日までの金土日開
園。料金や詳細はウェブサイトで。
storybookland.com

【ハロウィーン・ライトショー・アッ
ト・デマレストファーム】
　日本人が多く住む地域から最も近
くでリンゴ狩りやカボチャ狩りが楽
しめる農園として人気の「デマレス
トファーム」（ヒルスデール、ウィア
ーリマスロード２４４番地）では 32
エーカーの敷地で「ＮＪ州最大」を
売りとするライトショーを行ってい
る。31 日まで開催、午後７時〜９時
30 分。要予約。チケット購入や詳細
はウェブサイトで。
halloweenlightsshows.com

【グレート・パンプキン・フェスティ
バル】
　「ＮＪ北部最大の秋祭り」を売りと
する「ヘブン・ヒル・ファーム」（ヴ
ァーノン、州道 46 号線４５１番地）
で開催されているイベント。40 以上
もあるアクティビティで家族で一日
楽しむ。11 月５日までの水曜から日
曜日に開催。時間や料金ほか詳細は
ウェブサイトで。
heavenhillfarm.com/our-events/
great-pumpkin-festival

【アトランティックシティ・ゴース
ツ】
　カジノで有名な街、アトランティ
ックシティに秘められた悲劇の数々
の舞台を巡る１時間のウォーキング
ツアー。ボードウォークのレインフ
ォレストカフェ（アトランティック
シティ、パークプレース１２４番地）

に午後８時前に集合し、ガイドと共
に各地を回る。参加費 25 ドル。予
約や詳細などはウェブサイトで。
usghostadventures.com/atlan-
tic-city/

【ブライトン・アサイラム】
　「廃病院」をテーマにしたお化け屋
敷やゴーストツアー、脱出ゲームな
どで数々のメディアにも取り上げら
れた、恐怖の複合施設「ブライトン・
アサイラム」（パサイック、ブライト
ンアベニュー２番地）が再オープン。

「絶叫」を楽しみたい方はお試しを！
ティーン以上、大人が対象。入場料
や営業時間ほか詳細はウェブサイト
で。brightonasylum.com

【フィールド・オブ・テラー】
　１２０エーカーというＮＪ最大の
規模を誇る恐怖体験型アトラクショ
ン農園。（イーストウィンザー、ウィ
ンザーぺリンビルロード東８３１番
地）お化け屋敷、ハウンテッドヘイ
ライド、ゾンビハントなど大人向け
のホラーアトラクションに加え、迷
路やカボチャ狩りなど子供向けのア
トラクションもある。料金や営業時
間など詳細はウェブサイトで。
fieldofterror.com

　アメリカでは、10 月末の「ハロ
ウィーン」は、宗教的イベントの本
質を越えて生活に身近に関わってく
るものとなっている。オレンジ色と
黒色が街に溢れ、家はお化けやクモ
などのホラーグッズで装飾され、ス
ーパーや量販店の店頭には大小さま
ざまなカボチャが並び、大通り沿い
の空き店舗がコスチュームの期間限
定ストアに変身したりする。ハロウ
ィーン当日は、住宅地や商店街では
様々なコスチュームに身をまとった
子供たちが、「トリック・オア・トリ
ート」で練り歩き、大量のお菓子を
ゲットする。
　そんな 10 月のアメリカだが、Ｎ
Ｊ州の週末のイベントも「ハロウィ

ーン」に因ん
だものが中心
となる。日中
は家族でカボ
チャ狩り、夜
は絶叫のホラ
ー系イベントなど、楽しみがいっぱ
いだ。そんな 10 月のイベントの中
からいくつか紹介する。

【シックスフラッグス・フライト・フ
ェスト】
　毎年恒例、シックスフラッグス・
グレートアドベンチャーの園内全体
が夜にホラーテーマの遊園地に変身
するイベント。31 日まで開催。
　数種類あるお化け屋敷や、特設さ
れた恐怖体験施設、迷路やトリック
オアトリート・トレイル、ショー
やパレードなど、大人も子供も楽し
めるイベントがいっぱい。園内をゾ
ンビが練り歩いたり、フードのコー
ナーでも不気味な見た目の食べ物や
飲み物が売られていたり、ホラー映
画の世界に迷い込んだような雰囲気

週
末
の
お
楽
し
み
は
、

パ
ン
プ
キ
ン
？
そ
れ
と
も
ホ
ラ
ー
？

http://jmart-usa.com/en/
https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://tawaramart.com/
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
tel:2122136069
http://www.addamsfest.com
www.sixflags.com/greatadventure/events/fright-fest-202
storybookland.com
halloweenlightsshows.com
heavenhillfarm.com/our-events/great-pumpkin-festival
usghostadventures.com/atlantic-city/
brightonasylum.com
fieldofterror.com
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 BOOKS

■ブルーハワイ（燃え殻、新潮社）週刊新潮に連載され
る人気のエッセイがまとめられた本書。デビュー作『ボ
クたちはみんな大人になれなかった』はネットフリックス
で映画化され、エッセイ集『すべて忘れてしまうから』も
Disney ＋でドラマ化。双子が生まれたのに 1 秒も働かな
い夫の話など切なくて興味深い出来事が綴られる。■詩人
/人間の悲劇（金子光晴、ちくま文庫）明治 28 年生まれ
で昭和 50 年に 79 歳で亡くなった詩人・金子光晴。詩と
放浪の青春時代、妻の恋愛と生活の打開のための外国流浪、
戦後の解体出発などを綴った自叙伝『詩人』。戦争協力と
敗戦後の総アメリカ化、歪められた日本人の精神構造を捉
え人間存在の根源を抽出した詩と散文が一体となった自伝
的詩集『人間の悲劇』という 2 つの名作が併録。■まとも
バカ（養老孟司、だいわ文庫）現代＝脳化社会は数値化さ
れ予測ができるので安心する。しかしそれは脳の出力が決
めた約束事。震災や洪水などの災害、生老病死など予測が
立たないものを「自然」といい社会は嫌う。古からの伝統
や掟は自然に近い分よりどころになると養老先生は語る。
■サーカスから来た執達吏（夕木春央、講談社文庫）大正
14 年。莫大な借金をつくった樺谷子爵家に、サーカスを
逃げ出した少女・ユリ子が晴海商事からの使いとして取り
立てにやって来た。返済のできない樺谷家は三女の鞠子を
なんと担保に差し出す。大正時代の少女探偵物語。■世界はなぜ地獄になる
のか（橘玲、小学館新書）誰もが自分らしく生きられる社会の実現を目指す

「社会正義」の運動は、キャンセルカルチャーという異形のものへと変貌し
ている。東京オリンピックの小山田圭吾炎上事件を例に橘玲が分析し解説す
る。リベラル化が進み、自由な社会でなぜ対立や炎上が巻き起こるのか。■
極楽征夷大将軍（垣根涼介、文藝春秋）混迷する時代に、足利尊氏のような
意志を欠いた人間が、何度も失脚の窮地に立たされながらも権力の頂点へと
登り詰められたのはなぜか。幕府の祖でありながら、謎に包まれた初代将軍・
足利尊氏の秘密を解き明かす歴史群像劇。弟の足利直義と足利家の重臣、高
師直の視点から描かれる。第 169 回直木三十五賞受賞作。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　

週
刊
新
潮
に
連
載
中
の
人
気
エ
ッ
セ
イ
。
金
子
光
晴
の
名
作
が
併
録
。
養
老
先
生
が

語
る
脳
化
さ
れ
た
現
代
社
会
。
大
正
時
代
が
舞
台
の
少
女
探
偵
小
説
。
キ
ャ
ン
セ
ル
カ
ル

チ
ャ
ー
を
分
析
・
解
説
。
幕
府
の
祖
、
足
利
尊
氏
の
直
木
賞
小
説
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

物
語
の
舞
台
は
京
都
、
主
人

公
は
﹁
侘
び
寂
び
︵
わ
び
さ

び
︶
﹂
と
い
う
名
前
の
猫
で
あ

る
。
そ
の
名
前
に
は
ど
ん
な
意

味
が
あ
る
の
？
と
よ
く
聞
か
れ

る
け
ど
、
答
え
は
決
ま
っ
て

い

る
。
﹁T

hat’
s hard 

to 
explain.

︵
説
明
す
る
の
は
す

ご
く
難
し
い
の
さ
︶
﹂
だ
。
わ

び
さ
び
は
そ
の
名
の
真
髄
を
求

め
﹁
比
叡
山
に
住
む
物
知
り
猿

のK
osho

に
聞
け
ば
き
っ
と

わ
か
る
だ
ろ
う
﹂
と
い
う
期
待

を
胸
に
旅
に
出
る
こ
と
に
し

た
。

　

本
書
は
縦
横
11
イ
ン
チ
︵
28

セ
ン
チ
︶
の
正
方
形
だ
が
、
ペ

ー
ジ
を
上
に
め
く
っ
て
い
く
ス

タ
イ
ル
の
ユ
ニ
ー
ク
な
絵
本
。

縦
長
の
見
開
き
と
い
う
特
長
を

生
か
し
た
エ
ド
・
ヤ
ン
グ
の
イ

ラ
ス
ト
は
ま
る
で
モ
ダ
ン
な
掛

け
軸
の
よ
う
。
ま
た
、
松
尾
芭

蕉
と
正
岡
子
規
の
俳
句
が
各
ペ

ー
ジ
に
花
を
添
え
、
巻
末
に
は

そ
の
ロ
ー
マ
字
表
記
と
英
訳
も

掲
載
。
外
国
に
住
む
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
﹁
侘
び
寂
び
﹂

と
い
う
言
葉
や
俳
句
は
な
か
な

か
高
度
な
の
で
は
な
い
か
と
思

い
つ
つ
、
２
０
０
８
年
の
Ｎ
Ｙ

タ
イ
ム
ズ
紙
ベ
ス
ト
・
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
テ
ッ
ド
・
チ
ル
ド
レ
ン

ズ
ブ
ッ
ク
の
一
冊
に
選
ば
れ
た

こ
と
は
驚
き
だ
。
︵
高
田
︶

﹁
侘
び
寂
び
﹂
が
テ
ー
マ
の
シ
ブ
い
本

 『Wabi Sabi』
Written by Mark Reibstein　　

Published by Little, Brown Books

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
立
図
書
館

︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
︶
は
現
在
、
検
閲

を
受
け
て
図
書
館
や
学
校
で
貸

出
し
禁
止
に
な
っ
た
書
籍
を
子

供
や
若
者
た
ち
に
解
放
す
る
な

ど
、
大
規
模
な
反
検
閲
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
る
。
 

　

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
史
上
最
長
と
な
る

こ
の
﹁
ブ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ー
・

オ
ー
ル
：
プ
ロ
テ
ク
ト
・
ザ
・

フ
リ
ー
ダ
ム
・
ト
ゥ
・
リ
ー
ド
﹂

は
、
10
月
１
日
に
始
ま
っ
た
読

書
の
自
由
を
促
す
全
国
的
な

﹁
バ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
ス
・
ウ
ィ

ー
ク
︵
禁
書
週
間
︶﹂
と
共
に

始
ま
っ
た
。
同
図
書
館
は
学
年

末
ま
で
の
８
か
月
間
、
検
閲
の

対
象
と
な
り
図
書
館
の
棚
か
ら

撤
去
さ
れ
た
作
品
を
解
放
し
、

２
か
月
毎
に
作
品
が
変
わ
る
全

国
的
な
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
開

催
、
読
書
の
自
由
と
は
自
分
に

と
っ
て
何
を
意
味
す
る
の
か
を

問
う
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展

開
す
る
。
 

　

米
図
書
館
協
会
︵
Ａ
Ｌ
Ａ
︶

に
よ
る
と
、
昨
年
だ
け
で
図
書

館
の
書
籍
の
う
ち
過
去
最
高
の

１
２
６
９
作
品
が
検
閲
対
象
と

な
り
、
今
年
の
１
〜
８
月
で
す

で
に
昨
年
の
同
期
間
の
20
％
増

と
な
っ
た
。
そ
の
多
く
は
ヤ
ン

グ
ア
ダ
ル
ト
対
象
の
作
品
だ
と

い
う
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
は
Ａ
Ｌ
Ａ
と

提
携
し
た
﹁
ブ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ

ー
・
オ
ー
ル
：
テ
ィ
ー
ン
・
バ

ン
ド
・
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
﹂
を
開

設
し
、
検
閲
対
象
と
な
っ
た
ヤ

ン
グ
ア
ダ
ル
ト
向
け
作
品
を
同

図
書
館
の
ア
プ
リSim

plyE
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
現

在
の
同
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
推
薦

図
書
は
、
日
本
人
／
ハ
ワ
イ
の

父
親
を
持
つ
マ
ー
ク
・
オ
ー

シ
ロ
氏
著
﹃E

ach 
of 

Us 

a 
D

esert

﹄
で
11
月
30
日
ま
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
、
次
回
作

品
は
年
末
ご
ろ
に
発
表
さ
れ

る
。
同
作
品
は
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
の
各

分
館
で
も
借
り
る
こ
と
が
で
き

る
。
同
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
13

〜
19
歳
対
象
で
、
優
秀
作
品
は

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ
の
季
刊
誌
﹃
テ
ィ
ー

ン
・
ボ
イ
シ
ズ
﹄
に
掲
載
さ
れ
、

優
勝
者
に
は
賞
金
５
０
０
ド
ル

が
授
与
さ
れ
る
。

　

メ
リ
ア
ム
=
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー

辞
典
は
９
月
27
日
、
同
辞
典
に

新
た
に
６
９
０
語
を
追
加
し
た

こ
と
を
発
表
し
た
。
 

　

ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
新
語
と

し
て
は
、
対
戦
相

手
を
圧
倒
す
る
た

め
に
と
る
一
時
的

な
攻
撃
的
な
プ
レ

イ
ス
タ
イ
ル
を
意

味
し
、
Ｎ
Ｆ
Ｌ
の

マ
ー
シ
ョ
ー
ン
・

リ
ン
チ
選
手
の
ニ

ッ

ク

ネ

ー

ム

で

も

あ

る
﹁beast 

m
ode

﹂

や
、

主

に
全
米
大
学
体
育

協
会
︵
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
︶

で
使
用
さ
れ
る
組

み
合
わ
せ
予
想
を
意
味
す
る

﹁bracketology

﹂、
最
高
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
称
す
る

﹁G
O

A
T

E
D

︵G
reatest 

of 
A

ll T
im

e
の
略
︶﹂
な
ど
が

あ
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

関
連
で
は
、
注
目
を
集
め
る
た

め
に
画
像
や
動
画
を
シ
ェ
ア
す

る
行
為
﹁thirst trap

﹂、
イ

ン
ス
タ
映
え
を
意
味
す
る
形
容

詞
﹁gram

m
able

﹂、
裏
ア
カ

ウ
ン
ト
を
意
味
す
る
﹁finsta

﹂

な
ど
。
ま
た
、
指
３
本
を
口

の
前
で
キ
ス
を
し

﹁
最
高
﹂﹁
非
常
に

美
味
し
い
﹂
を
表

す
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

﹁chef’
s kiss

﹂
、

プ

ロ

並

み

の

料

理
の
腕
前
を
意
味

す

る
﹁cheffy

﹂

や
、
パ
テ
ィ
を
鉄

板
に
重
し
で
焼
き

付
け
る
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
の
調
理
行
程

﹁sm
ashburger

﹂

な
ど
の
グ
ル
メ
系

ほ
か
、
ス
ラ
ン
グ
、
Ａ
Ｉ
を
含

む
デ
ジ
タ
ル
系
、ア
ナ
ロ
グ
系
、

気
候
や
環
境
、
ビ
ジ
ネ
ス
関
連

な
ど
、
多
分
野
を
網
羅
。
現
時

点
で
同
辞
典
に
は
約
47
万
語
が

登
録
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.m

erriam
-

w
ebster.com

/

を
参
照
。

ウェブスター 
約 700 語を追加

Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館

反
検
閲
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
tel:9175773969
mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://artofhaiku.org/
https://www.merriam-webster.com/
https://www.merriam-webster.com/
https://www.merriam-webster.com/
https://www.merriam-webster.com/


 NY生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。
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NYストスナ
 オシャレは街角から生まれる 141

October

  ◇氏名：キャット（19 歳）
◇職業：ファッション工科大学

（FIT）の学生
◇居住地：リバーデール地区
◇着用の服：シャツはビキニ・
キル、パンツはリーバイス　、
ベルトはホットトピック、靴は
ビンテージ
◇よく利用する店：スクリーミ

ングミミ
◇好きなブランド：デモニア、
フォエバー２１
◇着こなしで気をつけているこ
と：自分本位で服を選び着るこ
と（周りの目を気にしない）
◇撮影場所：27 丁目７番街と８
番街の間

　ニューヨーク市にはファッションデザインを専攻して学士号を授与される
３大学がある。マンハッタン 27 丁目にある 1944 年設立のファッション工科
大学（FIT）はニューヨーク州立大学（SUNY）に属する唯一の公立大学、グ
リニッジビレッジにあるパーソンズ美術大学は 1896 年創立の私立大学、ブ
ルックリンのプラット・インスティテュートは 1887 年創立の建築、アート、
デザイン学部を備えた私立大学で、いづれも有名デザイナーを多く生み出し
ている。FIT出身のカルバン・クライン、パーソンズ美術大学からはマーク・ジェ
イコブス、ダナ・キャラン、トム・フォード、ノーマン・ロックウェル、プラッ
トイ・ンスティテュートからは、ジェレミー・スコットなどが名を連ねている。
　キャンパスでデザイナーの卵たちの作品を見ると、業界の「商品」に規制
されない冒険心が垣間見えて楽しい。しかしこの業界での競争の熾烈さを痛
感させられることもある。一例をあげると、名門大学を卒業後、服飾デザイ
ンへのパッションを燃やして、パーソンズ美術大学へ入学。しかし卒業して
もなかなか芽が出ないという現実もある。（ワインスタイン今井絹江、写真も )

　

ジ
ャ
パ
ン
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
・
ア
ー
ツ
・
イ
ン
ク
︵
Ｊ
Ｐ

Ａ
︶
は
11
月
11
日
︵
土
︶
午
後

５
時
か
ら
８
時
ま
で
、
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
・
ス
ペ
ー
ス
︵
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
２
５
３
７
番
地
︶
に

て 

着
物
と
伝
統
芸
能
を
紹
介

す
る
イ
ベ
ン
ト
﹁A

G
E

S of 
E

N
C

H
A

N
T

M
E

N
T

 2023

﹂

を
開
催
す
る
。︵
支
援
：N

Y
S 

C
ou

n
cil on

 th
e A

rts, 
N

Y
C

 C
ultural A

ffairs

︶

　

イ

ベ

ン

ト

で

は
、

着

物

プ

レ

ゼ

ン

テ

ー

シ

ョ

ン

﹁K
im

ono: A
 T

radition of 
Sustainable Fashion

﹂
の

ほ
か
、
日
本
３
大
盆
踊
り
︵
秋

田
の
西
馬
音
内
盆
踊
り
、
岐
阜

の
郡
上
お
ど
り
、
徳
島
の
阿
波

踊
り
︶、
日
本
舞
踊
、
書
道
、

琴
、
石
見
神
楽
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
に
映
し
出
す
画
像
や

動
画
を
使
っ
て
、
司
会
が
紹
介

す
る
。
着
物
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
ひ
と
世
代
昔
の
日

本
人
で
あ
れ
ば
常
識
の
よ
う
に

知
ら
れ
て
い
た
持
続
可
能
な
着

物
の
仕
組
み
に
つ
い
て
細
か
く

説
明
す
る
。
入
場
無
料
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japan
perform

in
g

arts.
org/

を
参
照
。

着
物
と
伝
統

芸
能
を
紹
介ジャパン・パフォーミング

アーツ公演 11 月 11 日に

　

Ｎ
Ｙ
州
公
式
の
観
光
情
報
サ

イ
ト
﹃I LO

V
E

 N
Y

﹄
は
現

在
、
同
州
内
の
紅
葉
情
報
を
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
伝
え
て
い

る
。
毎
週
水
曜
日
に
更
新
さ
れ

る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
現
地

報
告
を
基
に
し
た
紅
葉
の
現
況

と
予
報
を
伝
え
る
。
登
録
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
iloveny.com

/

を
参
照
す
る
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｙ
市
公
園
局
も
独

自
の
特
設
ペ
ー
ジ
﹁
フ
ォ
ー

ル
・
フ
ォ
ー
・
Ｎ
Ｙ
Ｃ
﹂
で
紅

葉
情
報
を
伝
え
て
お
り
、
市
内

で
も
鮮
や
か
な
紅
葉
を
鑑
賞
で

き
る
メ
ー
プ
ル
や
ス
イ
ー
ト

ガ
ム
、
ブ
ラ
ッ
ク
ガ
ム
、
イ

チ
ョ
ウ
、
ケ
ヤ
キ
、
楢
︵
な

ら
︶
を
紹
介
し
て
い
る
。
同
サ

イ
ト
に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｙ
市
の
紅

葉
の
ピ
ー
ク
は
11
月
５
日
頃

だ
と
い
う
。
詳
細
はhttps://

w
w

w
.ny

cgovparks.org/

を
参
照
、
ま
た
同
サ
イ
ト
内

の#
FallforN

Y
C

で
は
最
新

の
動
画
や
画
像
も
公
開
し
て
い

る
。

NYの紅葉マップ 
遠足や近場の情報も

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
攻
の
女
子
大
生

https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
http://www.ojfd.com
http://www.salon-oasis.net
https://japanperformingarts.org/
https://www.nycgovparks.org/
https://www.nycgovparks.org/
https://www.nycgovparks.org/
https://www.nycgovparks.org/
https://www.iloveny.com/
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

 

大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ  

10 月

神
かんなづき

無月

　

小
学
五
年
生
の
二
学
期
ま
で

を
東
京
で
過
ご
し
た
娘
は
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
現
地
校
の
新

学
期
へ
。
同
じ
学
年
で
も
、
こ

ち
ら
で
は
五
年
生
が
最
終
学

年
。
英
語
力
ゼ
ロ
の
娘
が
授
業

に
つ
い
て
い
く
の
は
至
難
の

業
、
宿
題
も
親
だ
け
で
助
け
ら

れ
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
ら
し
い

と
聞
き
、
心
配
は
募
る
ば
か
り

だ
っ
た
。

　

だ
か
ら
、
初
日
か
ら
﹁
楽
し

い
！
﹂
と
顔
を
輝
か
せ
て
飛
び

出
し
て
き
た
時
に
は
、
心
底
ほ

っ
と
し
た
。
計
算
が
ク
ラ
ス
で

一
番
早
く
て
、
み
ん
な
に
驚
か

れ
た
と
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。
き

っ
と
、
英
語
が
で
き
な
く
て
も

卑
屈
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い

う
先
生
の
配
慮
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
い
つ
も
隣
で
助
け
て
く
れ

る
、
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
日
本

人
の
女
の
子
と
は
、
時
々
会
話

が
か
み
合
わ
な
い
な
が
ら
も
、

大
親
友
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
が
、
こ
の
国
の
懐
の
深

さ
か
と
、
驚
か
さ
れ
っ
ぱ
な
し

だ
。
学
校
が
好
き
、
と
い
う
娘

の
シ
ン
プ
ル
な
幸
福
は
、
わ
た

し
の
ア
メ
リ
カ
生
活
の
大
き

な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

季
語
＝
秋
草(

秋)

秋
の
草
、

色
草
、
千
草
、
八
千
草
。
秋
の

野
や
公
園
に
咲
く
種
々
の
草

花
、
雑
草
。
﹁
秋
の
七
草
﹂
を

含
め
、
可
憐
な
名
と
姿
の
も
の

が
、
秋
の
野
に
は
多
い
。

 

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰
／

 

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
︵
特
別

協
賛
：
北
米
伊
藤
園
︶
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。

　

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルh

aik
u

gran
dprix

@
gm

ail.com
 

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.artofhaiku.org 

参
照
。

 

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

秋あ
き
く
さ

草
を
駆か

け
て
き
し
子こ

を
腕う

で

の
な
か　
　

翔

58

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
は
９

月
30
日
に
﹁
メ
イ
プ
ル
祭
﹂
を

開
催
し
、
今
年
度
の
児
童
生
徒

会
テ
ー
マ
﹁
温
故
知
新~T

o a 
colorful future~

﹂
の
言
葉

通
り
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が

輝
い
た
１
日
と
な
っ
た
。

　

初
等
部
発
表
は
﹁
未
来
に
輝

く
み
ん
な
の
未
来 

〜create 
together

〜
﹂
を
テ
ー
マ
に
、

低
学
年
は
﹁
ど
う
ぶ
つ
と
み
ら

い
へ
﹂、
中
学
年
は
﹁
進
め
！

Ｎ
Ｊ
国
の
ス
ー
パ
ー
研
究
員

た
ち
﹂、
高
学
年
は
﹁
共
に
創

る　

未
来
の
世
界
﹂
と
題
し
て

そ
れ
ぞ
れ
劇
や
ダ
ン
ス
で
表
現

し
た
。
幕
間
に
は
委
員
会
ご

と
の
縦
割
り
班
で
﹁
好
き
な

こ
と
・
輝
き
た
い
こ
と
﹂
を

テ
ー
マ
と
し
た
英
語
ス
ピ
ー

チ
を
行
い
、
Ｅ
Ｓ
Ｌ
学
習
の

成
果
を
発
揮
し
た
。
初
等
部

最
後
は
﹁
届
い
て
い
ま
す
か
﹂

を
披
露
し
た
。
中
等
部
発
表

は
﹁
劇
的
ビ
フ
ァ
ー
ア
フ
タ

ー
７
年
生V

er.

﹂﹁
ア
メ
リ
カ

独
立
戦
争
﹂﹁
笑
い
で
繋
ご
う　

Laugh and C
ulture

﹂

と

題
し
た
劇
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
っ
た
。
中
等
部
合
唱

はC
O

SM
O

S

を
合
唱
し
た
。

最
後
は
全
校
合
唱
で
﹃H

eal 
the W

orld

﹄
を
披
露
し
た
。

こ
の
歌
は
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク

ソ
ン
が
作
詞
作
曲
し
た
曲
。
平

和
へ
の
祈
り
を
こ
め
た
歌
声
で

会
場
の
人
々
を
感
動
さ
せ
た
。

　

校
舎
内
に
は
ア
ー
ト
、
家
庭

科
、
書
写
な
ど
の
学
習
成
果
が

展
示
さ
れ
、
来
校
者
の
目
を
楽

し
ま
せ
た
。子
ど
も
た
ち
は﹁
心

を
一
つ
に
し
て
い
い
発
表
が
で

き
る
よ
う
に
練
習
し
た
﹂﹁
本

番
で
は
小
さ
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
な

ど
も
協
力
し
て
乗
り
越
え
、
合

唱
で
は
他
学
年
と
も
心
を
繋
げ

て
練
習
の
成
果
を
出
す
こ
と
が

で
き
た
﹂
な
ど
と
感
想
を
述
べ

た
。楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

NJ 日本人学校

メイプル祭

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス　

岡
本
徹
学
園
長
︶
で

は
、
９
月
17
日
に
全
日
制
部
門

幼
児
部
︵
計
54
名
︶﹁
秋
の
大

運
動
会
﹂
を
開
催
し
た
。

　

会
場
は
園
児
た
ち
が
描
い
た

各
国
の
色
鮮
や
か
な
国
旗
や
自

画
像
で
彩
ら
れ
、
多
く
の
保
護

者
が
来
校
し
華
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
運
動
会
は
行
わ
れ
た
。

徒
競
走
や
玉
入
れ
な
ど
の
競
技

と
ダ
ン
ス
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
盛

り
込
ま
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
運
動
会
は
進
ん
だ
。
年

長
組
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
T
シ

ャ
ツ
と
法
被
を
身
に
ま
と
い
、

バ
チ
を
手
に
力
強
い
ダ
ン
ス
を

披
露
。
ま
た
、
綱
引
き
な
ど
の

力
を
争
う
競
技
で
は
子
ど
も
達

の
力
と
力
の
激
し
い
ぶ
つ
か
り

合
い
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で

き
、
保
護
者
は
わ
が
子
の
大
き

な
成
長
を
改
め
て
実
感
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
岡
本
園
長
か
ら

全
員
に
ズ
ッ
シ
リ
と
重
い
メ
ダ

ル
が
渡
さ
れ
、
園
児
は
ニ
コ
ニ

コ
顔
で
あ
っ
た
。
晴
天
の
下
、

園
児
と
保
護
者
、
教
職
員
の
三

者
が
一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
た

大
運
動
会
は
大
盛
況
の
中
で
幕

を
閉
じ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
︵
高
畑
誠
校
長
︶
で
は
宿

題
ク
ラ
ブ
が
、
９
月
23
日
土
曜

日
の
放
課
後
に
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
補
習
校
で

出
さ
れ
る
宿
題
に
悩
む
児
童
・

生
徒
が
、﹁
土
曜
日
の
う
ち
に

宿
題
を
少
し
で
も
や
れ
た
ら
金

曜
日
の
夜
に
苦
し
ま
な
く
て
い

い
な
﹂
と
の
声
を
受
け
、
高
等

部
の
生
徒
を
チ
ュ
ー
タ
ー
役
に

し
て
、
初
中
等
部
の
児
童
生
徒

の
宿
題
を
見
て
も
ら
う
時
間
と

場
所
を
設
定
で
き
な
い
か
と
保

護
者
が
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

チ
ュ
ー
タ
ー
希
望
の
高
校
生
に

は
、
校
長
が
一
人
ず
つ
志
望
動

機
を
聞
く
な
ど
の
面
談
を
実
施

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
に

当
た
っ
て
の
注
意
事
項
を
徹
底

し
た
。
志
望
動
機
で
は
﹁
自
分

が
小
学
生
の
時
、
宿
題
で
苦
労

し
た
か
ら
、
後
輩
達
に
自
分
が

で
き
る
こ
と
を
し
て
あ
げ
た

い
﹂
と
の
こ
と
。
当
日
は
、
5

時
間
授
業
終
了
後
、
小
学
生
を

中
心
に
50
人
近
く
の
児
童
・
生

徒
が
参
加
。
学
年
別
に
10
ほ
ど

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
高
校

生
18
人
が
チ
ュ
ー
タ
ー
役
を
務

め
た
。
初
・
中
等
部
の
児
童
生

徒
達
は
、
友
達
と
一
緒
に
1
時

間
に
わ
た
っ
て
、
そ
ば
に
い
る

チ
ュ
ー
タ
ー
役
の
先
輩
に
質
問

し
な
が
ら
、
も
ら
っ
た
ば
か
り

の
宿
題
に
取
り
組
ん
だ
。 

参

加
し
た
児
童
の
声
﹁
宿
題
、
す

っ
ご
く
楽
し
か
っ
た
！
こ
れ
来

週
も
あ
る
の
？
﹂、
高
校
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
声
﹁
か
わ
い
く

っ
て
こ
っ
ち
が
癒
さ
れ
た
！
﹂、

保
護
者
の
声
﹁
今
ま
で
は
宿
題

を
イ
ヤ
イ
ヤ
や
っ
て
い
る
感
じ

で
し
た
が
、﹃
宿
題
や
る
の
が

楽
し
か
っ
た
﹄
な
ん
で
補
習
校

入
学
以
来
一
度
も
聞
い
た
こ
と

あ
り
ま
せ
ん
、び
っ
く
り
で
す
﹂

三
者
三
様
の
感
想
で
あ
る
が
、

教
え
て
い
る
と
き
の
高
校
生
の

眼
差
し
は
真
剣
で
優
し
さ
に
満

ち
て
い
た
。

秋の大運動会

Ｎ
Ｊ
補
習
校

放
課
後
に
宿
題
ク
ラ
ブ

育
英
学
園

全
日
制
幼
児
部

mailto:kazenowabg@gmail.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.gwjs.org
http://maikopiano.com/
https://miray109.com/
http://www.jwsny.org
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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ス

コ

ア
、D

em
onstrated 

Interest

、
推
薦
状
︶、
大
学

に
か
か
る
費
用
や
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
エ
イ
ド
、
ス
カ
ラ
ー

シ
ッ
プ
な
ど
に
つ
い
て
、
同
校

教
員
の
大
森
美
和
氏
＝
写
真
右

＝
が
具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が

ら
丁
寧
に
説
明
し
た
。

　

後
半
は
現
在
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
で
学
ぶ
延
原
伶
さ
ん
と
母
親

の
由
美
さ
ん
が
登
場
し
、
大
学

受
験
の
準
備
に
つ
い
て
話
し

た
。
特
に
大
き
な
比
重
を
占
め

る
エ
ッ
セ
イ
は
、
初
め
に
3
パ

タ
ー
ン
書
き
上
げ
て
か
ら
、
最

終
的
に
1
つ
に
絞
っ
た
と
い

う
。
同
じ
く
重
要
項
目
で
あ

る
課
外
活
動
は
、9th G

rade

か
ら
準
備
を
始
め
、
参
加
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
数
は
合
計
20
以

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

L
I
校
︵
川
﨑
淳
一
郎
校
長
︶

で
9
月
17
日
︵
日
︶
、
﹁
大
学
進

学
に
向
け
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
﹂
が
、
ア
イ
ビ
ー
リ
ー

グ
5
校
に
合
格
し
た
同
校
の
卒

業
生
、
延
原
伶
さ
ん
と
母
親
の

上
に
。
そ
れ
に
加
え
て
高
校

︵
ブ
ロ
ン
ク
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
︶

と
補
習
校
の
宿
題
も
全
て
提
出

し
て
い
た
た
め
、
高
校
時
代
の

平
均
睡
眠
時
間
は
た
っ
た
3
時

間
。
そ
ん
な
超
多
忙
な
伶
さ
ん

を
支
え
続
け
た
母
親
の
由
美
さ

ん
に
対
し
て
、
一
番
感
謝
し
て

い
る
こ
と
は
と
尋
ね
る
と
、﹁
い

つ
も
自
分
が
夜
勉
強
し
て
い
る

間
、
ず
っ
と
寝
ず
に
起
き
て
い

て
く
れ
た
こ
と
﹂
と
伶
さ
ん
。

ま
た
、
二
人
の
間
に
は
、
大
切

な
ル
ー
ル
が
あ
る
と
い
う
。
そ

れ
は
、﹁
自
分
が
や
り
た
い
と

言
っ
て
始
め
た
こ
と
は
、
絶
対

に
途
中
で
投
げ
出
さ
な
い
﹂﹁
失

敗
し
た
時
、
次
に
同
じ
間
違
い

を
し
な
い
た
め
の
策
を
、
必
ず

一
緒
に
考
え
る
﹂
の
2
つ
。
最

後
に
、﹁
伶
さ
ん
が
大
学
受
験

に
成
功
し
た
一
番
の
要
因
は
﹂

と
の
問
い
に
、
由
美
さ
ん
は
、

﹁
持
っ
て
生
ま
れ
た
才
能
な
ど

で
は
な
く
、
本
人
の
努
力
が

１
０
０
％
。
そ
の
努
力
が
良
い

環
境
を
呼
び
寄
せ
た
の
だ
と
思

う
﹂
と
語
っ
た
。

由
美
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て

行
わ
れ
た
＝
写
真
右
＝
。

　

セ
ミ
ナ
ー
前
半
で
は
、
子
ど

も
に
合
っ
た
大
学
選
び
、
入
学

申
請
に
必
要
な
6
点
︵G

PA

、

課

外

活

動
、

エ

ッ

セ

イ
、

SA
T

・A
C

T

な
ど
の
テ
ス
ト

アイビーリーグ 5 校に合格

延原さんゲストに

大
学
進
学
セ
ミ
ナ
ー

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校
︵
川

﨑
淳
一
郎
校
長
・
児
童
生
徒
数

４
４
７
人
︶
は
、
９
月
16
日
に

運
動
会
を
開
催
し
た
。
ハ
リ
ケ

ー
ン
に
よ
る
天
候
の
崩
れ
が
心

配
さ
れ
た
が
、
こ
の
日
の
為
に

幼
児
部
で
、
て
る
て
る
坊
主
を

作
成
。
秋
晴
れ
の
運
動
会
日
和

の
も
と
、
応
援
席
で
は
可
愛
い

て
る
て
る
坊
主
が
揺
れ
て
い

た
。 

　

幼
初
等
部
児
童
た
ち
は
午
前

中
に
短
縮
授
業
を
受
け
た
後
、

家
族
や
友
人
達
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
お
弁
当
の
時
間
を
楽
し
み
、

運
動
会
に
挑
ん
だ
。
開
会
式
で

は
川
﨑
校
長
の
話
の
後
、
６
年

生
の
赤
組
と
白
組
の
代
表
が
元

気
に
選
手
宣
誓
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
の

ラ
ジ
オ
体
操
に
続
き
、
恒
例
の

徒
競
走
や
玉
入
れ
、
低
学
年
の

親
子
競
技
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

幼
児
部
年
中
・
年
長
合
同
の﹁
獅

子
の
舞
﹂
で
は
、
法
被
を
着
た

子
供
た
ち
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ

ぱ
い
に
広
が
り
一
生
懸
命
踊
る

姿
に
、
保
護
者
達
は
目
を
細
め

た
。 

　

後
半
も
、
台
風
の
目
、
保
護

者
に
よ
る
逆
転
玉
入
れ
、
各
ク

ラ
ス
・
学
年
の
代
表
者
に
よ
る

紅
白
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
、
白
熱

す
る
競
技
が
続
き
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。
中
間
報
告
か
ら
赤

白
か
な
り
の
接
戦
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
も
予
想
が
つ
か
な
い
互

角
の
勝
負
の
後
、
最
終
得
点
発

表
を
迎
え
、
今
年
は
白
組
が
優

勝
し
た
。

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校

Ｗ
校
で
運
動
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
︶
は
、
９

月
25
日
に
墨
絵
教
室
を
開
催
し

た
。
参
加
し
た
５
年
生
８
人
に

と
っ
て
書
写
の
授
業
は
受
け
て

い
る
が
、
墨
と
筆
を
使
っ
て
絵

を
描
く
活
動
は
ほ
と
ん
ど
の
児

童
が
初
め
て
の
体
験
だ
っ
た
。

　

ま
ず
講
師
の
モ
リ
ー
ン
先
生

か
ら
筆
の
使
い
方
や
墨
の
濃
淡

の
出
し
方
、
筆
の
運
び
方
を
習

っ
た
。
最
初
は
墨
が
に
じ
ん
だ

り
、
全
く
濃
淡
が
出
な
か
っ
た

り
と
苦
労
し
て
い
た
が
、
練
習

を
繰
り
返
し
て
次
第
に
筆
の
運

び
方
の
コ
ツ
を
つ
か
み
、
濃
淡

を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。
講
師
か
ら

﹁
濃
淡
の
付
け
方
が
上
手
﹂﹁
筆

遣
い
が
う
ま
く
で
き
て
い
る

よ
﹂
な
ど
の
言
葉
を
掛
け
て
も

ら
い
、
児
童
た
ち
は
満
面
の
笑

顔
を
見
せ
て
い
た
。
最
後
は
活

動
の
集
大
成
と
し
て
色
紙
に
墨

の
濃
淡
が
織
り
な
す
美
し
さ
を

感
じ
な
が
ら
﹁
竹
﹂
の
絵
を
描

い
た
。

　

モ
リ
ー
ン
先
生
と
長
年
に
渡

り
こ
の
活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
て
き
た
上
住
さ
ん
を
は
じ

め
と
す
る
墨
絵
教
室
の
７
人
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
ア
メ

リ
カ
に
い
な
が
ら
伝
統
芸
術
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
児
童
に

と
っ
て
は
か
け
が
え
の
な
い
体

験
と
な
っ
た
。

墨
絵
教
室

伝
統
学
ぶ

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で

楽しい
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プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

︵
平
本
秀
次
校
長
︶
で
1
日
、

雲
ひ
と
つ
な
い
爽
や
か
な
秋
晴

れ
の
下
、
４
年
ぶ
り
と
な
る
運

動
会
が
開
催
さ
れ
た
。
開
会
の

言
葉
に
続
き
、
小
学
部
１
年
生

２
人
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
選
手

宣
誓
に
よ
り
開
幕
。幼
稚
園
部
、

補
習
校
部
、
日
本
語
継
承
語
部

の
全
校
生
徒
が
紅
白
２
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
各
種
競
技
の
ポ
イ

ン
ト
で
勝
敗
を
競
い
合
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
幼
小
中
高
一
貫
校
な

ら
で
は
の
高
学
年
の
生
徒
達
が

低
学
年
児
童
達
の
競
技
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
場
面
も
見
ど
こ
ろ
。

　

最
初
の
種
目
は
玉
入
れ
。
紅

白
の
玉
が
抜
け
る
よ
う
な
青
空

に
ポ
ン
ポ
ン
と
舞
い
、
か
ご
の

中
は
あ
っ
と
い
う
間
に
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
た
。
続
く
棒
取
り
競

争
、
み
の
む
し
競
争
、
障
害
物

競
争
、
そ
し
て
新
種
目
の
﹁
ポ

ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
！
﹂
で
は
、
チ
ー

ム
が
一
丸
と
な
り
ゴ
ー
ル
を
目

指
す
姿
や
、
立
ち
上
が
っ
て
仲

間
を
応
援
す
る
姿
が
見
ら
れ

た
。
幼
稚
園
部
に
よ
る
親
子
ダ

ン
ス
﹁
ウ
キ
ウ
キ
パ
レ
ー
ド
﹂

で
は
、
児
童
だ
け
で
な
く
保
護

者
も
ノ
リ
ノ
リ
で
楽
し
む
微
笑

ま
し
い
光
景
が
フ
ィ
ー
ル
ド
い

っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
。

　

最
終
種
目
の
綱
引
き
で
は
、

４
年
生
か
ら
高
等
部
ま
で
総
勢

１
１
０
人
の
生
徒
達
が
１
本
の

綱
の
横
に
整
列
し
﹁
腰
を
低

く
！
体
重
を
後
ろ
に
！
﹂
と
声

を
掛
け
な
が
ら
、
最
後
の
得
点

に
繋
が
る
よ
う
力
い
っ
ぱ
い
引

き
合
っ
た
。

　

迎
え
た
閉
会
式
。
昨
年
の
雪

辱
を
果
た
し
た
紅
組
に
優
勝
旗

が
渡
り
、
大
き
な
歓
声
と
拍
手

と
共
に
幕
を
閉
じ
た
。

プリンストン日本語学校

４年ぶりの運動会

https://starchildny.com/
http://www.betteratmath.com
https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
tel:2122136069
https://www.nykoyamashodo.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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幼
児
の
部

小
学
五
年
・
六
年
の
部

 

中
学
の
部

  

高
校
・
一
般
の
部

小
学
一
年
・
二
年
の
部

小
学
三
年
・
四
年
の
部

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
・
学
習
塾
ピ
ー
ク

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
・
学
習
塾
ピ
ー
ク

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

コ
ロ
ラ
ド
州
・
デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

テ
ネ
シ
ー
州
・
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

テ
キ
サ
ス
州
・
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校 

書
写
ク
ラ
ブ

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
秋
月
書
道
教
室

 　

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
51
回
秋
期
課
題
、

第
２
回
目
の
選
考
作
品
21
点
を
発
表
し
ま
す
。

　

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の
な
か
か

ら
、
年
度
末
に
年
間
最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞

を
選
出
し
、
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆
記

用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
作
品
の
応
募
数

が
一
番
多
か
っ
た
団
体
に
は
、
特
別
団
体
賞

と
し
て
応
募
人
数
分
の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈

＊ ＊ ＊

第
52
回
冬
期
以
降
、
次
年
度
の
コ
ン
ク
ー

ル
の
開
催
日
程
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が

決
ま
り
次
第
紙
面
に
て
発
表
し
ま
す
。

 
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

 
第
51
回
秋
期
課
題
選
考
作
品
発
表
︵
２
︶

 協賛：米国ゼブラ社

し
ま
す
。

　

課
題
の
見
本
と
規
定
用
紙
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.ny

seikatsu.com

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
応
募
要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

https://www.zebrapen.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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私
は
日
本
人
学
校
の
プ
レ

ゼ
ン
で
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
東
京
大
空
襲
の
こ
と
に
つ

い
て
調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
私
は
歴
史
や
、
社
会
の

授
業
は
そ
ん
な
に
面
白
く
な

い
と
こ
れ
ま
で
思
っ
て
き
ま

し
た
。
今
も
興
味
の
な
い
も

の
は
そ
ん
な
に
楽
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
今
回
の
ト

ピ
ッ
ク
は
第
二
次
世
界
大
戦

に
あ
っ
た
こ
と
で
、
ど
こ
の

国
で
も
大
き
な
出
来
事
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
し
っ
か
り

学
ん
で
お
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

今
、
私
は
日
本
の
視
点
、

ア
メ
リ
カ
の
視
点
、
2
つ
の

国
か
ら
の
視
点
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
て
、
ま
だ
現
地
校
で

は
第
二
次
世
界
大
戦
の
こ
と

は
習
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
か
ら
学
ぶ
と
き
に
は
日
本

の
視
点
も
知
っ
て
お
い
た
方

が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
正
直
に
言
っ
て
私
は

最
初
東
京
大
空
襲
の
こ
と
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
が

あ
っ
た
の
か
、
ど
れ
ぐ
ら
い

の
人
が
亡
く
な
っ
た
の
か
、

こ
の
ト
ピ
ッ
ク
の
こ
と
を
調

べ
て
い
る
と
き
色
々
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

1
9
4
5
年
3
月
9
日
の

夜
か
ら
1
9
4
5
年
3
月
10

日
の
明
け
方
に
か
け
て
ア
メ

リ
カ
か
ら
、
東
京
へ
の
爆
撃

は
死
者
約
10
万
人
、
焼
け
出

さ
れ
た
人
は
約
1
0
0
万
人
。

24
時
間
経
っ
て
も
い
な
い
時

間
で
こ
れ
ほ
ど
の
被
害
者
が

出
た
の
は
全
然
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、
と
て
も
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
焼
夷
弾
と
言
う

爆
弾
を
使
っ
て
ア
メ
リ
カ
は

東
京
の
下
町
地
域
が
焼
き
焦

げ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
事
を
し
て
い
る
時
、

ア
メ
リ
カ
は
ど
ん
な
こ
と
を

考
え
て
い
た
ん
だ
ろ
う
。
こ

ん
な
に
も
死
者
が
出
て
ほ
し

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ア
メ

リ
カ
に
も
理
由
が
あ
っ
た
に

違
い
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
被
害
は
と
っ
て
も
大

き
く
て
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
れ

を
見
て
ど
う
思
っ
た
ん
だ
ろ
。

嬉
し
か
っ
た
だ
ろ
う
か
、
ち

ょ
っ
と
で
も
謝
罪
の
気
持
ち

は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ど

ち
ら
に
し
て
も
昔
は
昔
で
、

今
こ
の
こ
と
を
変
え
る
こ
と

も
で
き
な
い
し
、
何
も
で
き

る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
事
を

受
け
止
め
る
こ
と
し
か
で
き

ま
せ
ん
。

　

そ
の
時
、
色
々
な
人
た
ち

が
苦
労
し
て
家
も
な
く
、
食

べ
物
も
な
い
中
、
特
に
子
供

た
ち
は
ど
う
や
っ
て
過
ご
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
今
、
私

は
当
た
り
前
の
よ
う
に
食
べ

た
い
も
の
を
食
べ
て
、
寝
た

い
と
き
に
寝
て
、
学
校
に
行

っ
て
、
遅
刻
し
て
、
好
き
な

こ
と
が
で
き
る
環
境
に
い
ま

す
。
で
も
、
そ
の
時
の
子
供

た
ち
は
そ
ん
な
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
空
も
真
っ
黒
で
、

い
つ
死
ぬ
か
も
わ
か
ら
な
く

て
ど
れ
だ
け
怖
か
っ
た
か
想

像
で
き
ま
せ
ん
。
私
の
年
に

な
っ
て
く
る
と
も
う
大
人
に

向
け
て
ひ
と
り
で
で
き
る
こ

と
も
増
え
て
き
て
き
て
い
ま

す
。
で
も
も
し
5
歳
と
か
6

歳
と
か
で
家
族
を
亡
く
し
て
、

外
で
寝
た
り
、
食
べ
物
も
食

べ
れ
な
い
し
ど
れ
だ
け
大
変

だ
っ
た
か
、
考
え
た
く
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

国
の
調
査
で
は
こ
の
被
害

か
ら
、
孤
児
は
約
12
万
人
、

上
野
の
地
下
道
で
は
千
人
以

上
の
孤
児
が
い
た
そ
う
で
す
。

い
つ
も
地
下
道
で
過
ご
し
て
、

食
べ
物
を
盗
む
ま
で
お
腹
が

減
っ
て
い
た
子
供
た
ち
も
い

た
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
捕

ま
っ
た
時
は
店
の
人
に
ぼ
こ

ぼ
こ
に
さ
れ
て
た
そ
う
で
す
。

他
の
子
た
ち
に
自
分
の
食
料

を
あ
げ
た
く
て
も
、
そ
う
し

た
ら
自
分
の
食
料
が
な
く
な

っ
て
、
そ
の
時
の
子
供
た
ち

は
生
き
る
こ
と
が
精
い
っ
ぱ

い
で
、
他
に
何
も
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
ん
な
環
境
で
暮
ら
し
て

い
た
子
供
た
ち
に
な
ぜ
政
府

は
何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か

っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。
今
私

が
こ
ん
な
に
も
幸
せ
に
暮
ら

し
て
い
け
て
い
る
こ
と
が
ど

ん
な
に
い
い
こ
と
な
の
か
と

思
っ
て
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
し

て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

戦
争
が
こ
れ
か
ら
な
い
こ
と

を
祈
っ
て
こ
の
世
界
に
い
る

み
ん
な
が
幸
せ
に
、
喧
嘩
の

無
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

　
　

  　
︵
滞
米
５
年
５
か
月
︶

　

ぼ
く
は
す
ご
く
驚
い
た
。

な
ぜ
な
ら
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
子
供
達
は
大
人
と
同
じ

よ
う
に
働
か
な
け
れ
ば
い
け

な
か
っ
た
り
、
多
く
の
子
供

達
が
五
歳
ま
で
に
、
空
腹
や

病
気
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、

学
校
の
校
舎
が
な
か
っ
た
り
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
供
達

が
自
分
と
全
く
ち
が
う
か
ん

き
ょ
う
で
く
ら
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
か
ら
だ
。
そ
し

て
、
自
分
が
い
か
に
楽
を
し

て
く
ら
し
て
い
る
か
に
気
づ

い
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
供

達
は
、
そ
の
よ
う
な
大
変
な

か
ん
き
ょ
う
の
中
で
、
自
分

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
人

の
役
に
立
っ
て
人
を
助
け
た

い
と
い
う
気
持
ち
で
、
学
校

に
行
っ
て
勉
強
を
し
て
い
る
。

同
じ
チ
ャ
ン
ス
が
二
回
あ
る

と
は
限
ら
な
い
か
ら
、
一
生

け
ん
命
に
な
れ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

ぼ
く
は
、
今
ま
で
勉
強
の

意
味
を
考
え
た
こ
と
が
無
か

っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
話
を
読

ん
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

子
供
達
が
平
和
に
く
ら
せ
る

よ
う
に
、
色
々
な
こ
と
を
教

え
て
あ
げ
た
い
、
そ
う
い
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
勉
強

を
が
ん
ば
り
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に

英
語
を
が
ん
ば
っ
た
り
、
本

を
読
ん
で
世
界
の
こ
と
を
学

ん
だ
り
、
算
数
を
教
え
る
た

め
に
計
算
な
ど
も
が
ん
ば
り

た
い
。
目
的
が
分
か
る
と
自

分
が
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い

こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　

そ
う
し
て
、
ぼ
く
が
大
人

に
な
っ
た
ら
、
ぼ
く
は
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
や
、
も
っ
と
ま

ず
し
い
国
の
子
供
達
に
勉
強

を
教
え
に
行
き
た
い
。
そ
う

す
れ
ば
子
供
達
は
大
人
に
な

っ
た
と
き
、
そ
の
国
の
た
め

に
働
い
て
そ
の
国
を
ゆ
た
か

に
で
き
、
ま
ず
し
い
国
が
へ

っ
て
い
く
と
思
う
。

　

ま
ず
し
い
国
が
へ
り
、
世

界
が
ゆ
た
か
に
な
れ
ば
、
争

い
事
も
へ
っ
て
い
く
。
そ
し

て
、
世
界
中
の
子
供
達
も
幸

せ
に
な
る
だ
ろ
う
。
ぼ
く
は
、

そ
の
た
め
の
役
に
立
ち
た
い
。

　
　
　

  　
　

︵
滞
米
７
か
月
︶  

 ﹁
ぼ
く
が
大
人
に
な
っ
た
ら
﹂

　
　
　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
原
　
裕
心
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 ﹁
東
京
大
空
襲
﹂

　
　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
理
紗
子

　

こ
の
夏
に
ぼ
く
が
一
番
思

い
出
に
の
こ
っ
た
事
は
、
二

は
く
三
日
で
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の

た
き
へ
行
っ
た
事
で
す
。

　

一
日
目
は
、﹁
コ
ー
ニ
ン
グ

ガ
ラ
ス
び
じ
ゅ
つ
館
﹂
に
行

き
ま
し
た
。
び
じ
ゅ
つ
館
に

は
、
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
み

た
い
な
デ
ザ
イ
ン
の
ガ
ラ
ス

の
オ
ブ
ジ
ェ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
や
、

お
き
も
の
、
ナ
イ
ト
ラ
イ
ト

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ

ど
、
ぼ
く
は
、
ナ
イ
ト
ラ
イ

ト
を
作
り
ま
し
た
。
ナ
イ
ト

ラ
イ
ト
と
は
、
平
ら
な
四
角

い
ガ
ラ
ス
の
上
に
、
ガ
ラ
ス

の
は
へ
ん
を
く
っ
つ
け
て
や

き
、
や
き
上
が
っ
た
ガ
ラ
ス

に
ラ
イ
ト
を
つ
け
た
物
で
す
。

が
ら
は
、
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト

の
ク
リ
ー
パ
ー
と
ス
ケ
ル
ト

ン
、
エ
ン
ダ
ー
マ
ン
に
し
ま

し
た
。
ク
リ
ー
パ
ー
の
顔
が

む
ず
か
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

上
手
に
で
き
て
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

　

二
日
目
は
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ

の
た
き
へ
行
き
ま
し
た
。
ナ

イ
ア
ガ
ラ
の
た
き
は
、
ど
こ

に
あ
る
か
と
い
う
と
、
カ
ナ

ダ
と
ア
メ
リ
カ
の
さ
か
い
目

に
あ
り
ま
す
。
ナ
イ
ア
ガ
ラ

の
た
き
の
し
ゅ
る
い
は
、﹁
ア

メ
リ
カ
た
き
、
カ
ナ
ダ
た
き
、

ブ
ラ
イ
ダ
ル
ベ
イ
ル
た
き
﹂

の
三
し
ゅ
る
い
あ
り
ま
す
。

当
日
は
天
気
予
ほ
う
が
雨
で

た
き
が
見
れ
る
か
心
ぱ
い
で

し
た
。
雨
が
や
む
時
間
に
合

わ
せ
て
出
発
時
間
を
お
く
ら

せ
た
の
で
、
た
き
が
見
れ
て

よ
か
っ
た
で
す
。

　

ぼ
く
が
一
番
楽
し
か
っ
た

こ
と
は
、
船
に
乗
っ
て
、
た

き
の
近
く
ま
で
行
っ
た
こ
と

で
す
。
ぼ
く
は
、
カ
ナ
ダ
の

船
に
乗
り
ま
し
た
。
レ
イ
ン

ポ
ン
チ
ョ
の
色
は
、
ア
メ
リ

カ
が
青
で
、
カ
ナ
ダ
は
赤
で

し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
船
と
す

れ
ち
が
っ
た
時
、
み
ん
な
で

手
を
ふ
っ
た
の
が
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
ア
メ
リ
カ
が
わ

と
カ
ナ
ダ
が
わ
の
両
方
か
ら

た
き
を
見
た
け
れ
ど
、
カ
ナ

ダ
が
わ
か
ら
見
た
た
き
の
方

が
好
き
で
す
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
、
カ
ナ
ダ
が
わ
か
ら
だ

と
、
三
つ
の
た
き
が
同
時
に

見
れ
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
晴
れ
た
ナ
イ
ア
ガ

ラ
の
た
き
を
見
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
ま
た
船
に
乗
り
た

い
で
す
。

　
　
　
　

  　
︵
滞
米
９
か
月
︶

 ﹁
夏
休
み
の
思
い
出
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
谷
　
晃
大

　

僕
は
一
時
帰
国
中
に
、
広

島
の
原
爆
ド
ー
ム
を
訪
れ
ま

し
た
。
日
本
の
修
学
旅
行
に

行
く
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、

行
っ
て
み
ま
し
た
。
テ
レ
ビ

で
は
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
実
際
の
ド
ー
ム
を

初
め
て
見
た
と
き
は
、﹁
わ

ー
。﹂
と
思
い
、
原
爆
の
威
力

を
感
じ
ま
し
た
。
周
り
を
見

て
み
る
と
、
外
国
人
も
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
。
英
語
や
ス

ペ
イ
ン
語
、
中
国
語
の
よ
う

な
言
葉
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
あ
っ

た
資
料
も
、
色
々
な
言
語
で

書
か
れ
て
い
て
、
暑
い
中
、

一
生
懸
命
読
ん
で
い
ま
し
た
。

　

原
爆
は
こ
の
ほ
ぼ
真
上
で

破
裂
し
た
の
で
、
な
く
な
ら

ず
、
中
心
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ

ま
し
た
。
ド
ー
ム
の
中
に
は

野
村
英
三
さ
ん
の
資
料
が
あ

り
、
こ
の
人
は
た
ま
た
ま
地

下
室
に
資
料
を
取
り
に
行
っ

て
い
た
の
で
、
生
き
残
っ
た

そ
う
で
す
。
一
緒
に
働
い
て

い
た
人
達
は
、
み
ん
な
、
一

瞬
で
灰
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

そ
う
で
す
。
地
下
は
、
当
時

の
様
子
が
残
さ
れ
て
い
る
部

分
も
あ
っ
て
、
心
臓
が
バ
ク

バ
ク
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

野
村
さ
ん
は
と
っ
て
も
強
い

 ﹁
原
爆
ド
ー
ム
を
訪
れ
て
﹂

　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
陽
向

幸
運
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
自
分
だ
け
生
き
残
っ

て
し
ま
っ
た
罪
悪
感
を
感
じ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
。

　

資
料
館
に
行
く
途
中
に
慰

霊
碑
が
あ
っ
て
、
千
羽
鶴
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ア
オ
ギ
リ
の
歌
を
初

め
て
聞
き
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
人
が
入
場
の
為
に
並
ん

で
い
て
、
み
ん
な
戦
争
に
つ

い
て
興
味
を
持
っ
て
い
る
ん

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

資
料
館
の
中
は
、
暗
く
て

少
し
不
気
味
で
し
た
。
資
料

館
に
は
、
溶
け
た
お
弁
当
箱

や
死
ん
で
し
ま
っ
た
子
供
の

洋
服
が
あ
り
ま
し
た
。
と
て

も
怖
く
て
、
二
度
と
同
じ
こ

と
が
起
き
て
欲
し
く
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

原
爆
が
落
ち
る
前
は
街
並

み
が
き
れ
い
で
し
た
が
、
原

爆
が
落
ち
た
ら
辺
り
一
面
焼

け
野
原
に
な
り
、
そ
こ
に

い
た
人
た
ち
は
ほ
ん
の
わ
ず

か
な
人
以
外
全
員
死
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
今
は
広
島
は
復
興
し
て

い
て
、
大
変
な
中
で
も
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
き
た
人
達
が

い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

一
九
四
五
年
に
敗
戦
し
て
か

ら
、七
十
八
年
。
こ
れ
か
ら
も
、

戦
争
を
し
な
い
平
和
な
国
で

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　

  　
︵
滞
米
２
年
１
か
月
︶

https://japaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
で
最
大
の
中
心

街
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
と
72
丁
目
の
交
差
点

界
隈
だ
ろ
う
。
こ
こ
の
駅
は
地
下
鉄
ロ
ー
カ
ル
線
と
急
行
の
両
方

が
止
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
昔
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
絶
大
な
人

気
を
誇
る
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
そ
の
72
丁
目
の
駅
か
ら
2
ブ
ロ
ッ
ク
の
好
立

地
に
あ
る
賃
貸
の
ワ
ン
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
。
老
舗
ス
ー
パ
ー
、
ゼ
イ

バ
ー
ズ
が
地
域
の
人
気
を
押
し
上
げ
た
こ
と
で
も
有
名
な
エ
リ
ア

と
も
言
え
る
。
こ
の
地
域
は
コ
ー
プ
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
が
非
常

に
多
い
た
め
、
滅
多
に
良
い
手
頃
な
賃
貸
物
件
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

出
て
こ
な
い
と
い
わ
れ
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
と
て
も
広
く
て
静
か
な
1
寝
室 

、
１
浴
室
。

駅
の
真
上
に
人
気
食
料
品
店
の
ト
レ
ー
ダ
ー
・
ジ
ョ
ー
ズ
が
最
近

で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
引
き
続
き
こ
の
地
区
が
人
気
の
高
い
場
所

と
な
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
大
き
な
ジ
ム
に
併
設
さ
れ

て
い
る
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
に
は
巨
大
な
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
が
あ

り
、
２
階
の
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
は
と
て
も
明
る
く
、
大
き
な
卓
球
台

や
ビ
リ
ヤ
ー
ド
台
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
設
備
は
す
べ
て
月
額
家
賃

５
２
０
０
ド
ル
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
６
６
１
・
１
１
１
１
、

Ｅ
メ
ー
ルny@

jonecorp.com
、
山
辺
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・J

・O
ne 

不
動
産
︶

不
動
の
人
気
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
72
丁
目
界
隈

　

米
人
気
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
ウ
ェ
グ
マ
ン
ズ
が
18

日
︵
水
︶
午
前
９
時
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
・
ア
ス
タ
ー
プ
レ
イ
ス

︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
７
７
０
番

地
︶
に
新
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
す

る
。
日
本
人
に
と
っ
て
う
れ
し

い
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
パ

ー
で
初
の
本
格
的
﹁
魚
屋
﹂
が

オ
ー
プ
ン
し
、
１
０
０
年
続
く

日
本
の
老
舗
﹁
魚
力
﹂
の
職
人

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
滞
在
し
、

日
本
の
﹁
魚
屋
﹂
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
そ
の
ま
ま
再
現
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
こ
と
だ
。
豊
洲
か

ら
届
い
た
ば
か
り
の
魚
や
捕
れ

立
て
の
ロ
ー
カ
ル
な
新
鮮
な
魚

が
楽
し
め
る
。
ウ
ェ
グ
マ
ン
ズ

は
１
９
１
５
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
市
に
創
業
し

た
老
舗
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

チ
ェ
ー
ン
で
、
Ｎ
Ｙ
州
郊
外
を

中
心
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
、
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
州
、
バ
ー
ジ
ニ
ア

州
な
ど
、
米
東
海
岸
に
１
０
０

店
舗
ほ
ど
を
展
開
し
て
い
る
。

19
年
10
月
に
は
Ｎ
Ｙ
市
１
号
店

を
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ダ
ン
ボ
地

区
に
オ
ー
プ
ン
。
Ｎ
Ｙ
市
の
２

店
舗
目
は
、
21
年
に
閉
店
し
た

Ｋ
マ
ー
ト
の
ビ
ル
に
２
フ
ロ
ア

を
使
っ
て
営
業
す
る
。
詳
細
は

https://w
w

w
.w

egm
ans.

com
/astor-place-nyc/

ウ
ェ
グ
マ
ン
ズ

18
日
に
開
店
へ

　

ナ
ミ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
不
動

産
は
26
日
︵
木
︶
午
前
８
時
か

ら
、﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
不
動
産

投
資
の
進
め
方
10
の
ス
テ
ッ

プ
﹂
と
題
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
行
う
。
米
国
の
不
動

産
投
資
に
興
味
が
あ
る
人
、
不

動
産
購
入
の
プ
ロ
セ
ス
や
費
用

を
把
握
し
た
い
人
な
ど
を
対
象

に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
現
地
で
活

躍
す
る
不
動
産
ブ
ロ
ー
カ
ー

が
、検
討
段
階
か
ら
購
入
ま
で
、

Ｎ
Ｙ
の
不
動
産
へ
の
投
資
を
始

め
る
に
あ
た
っ
て
役
立
つ
実
践

的
な
知
識
を
解
説
す
る
。
講
師

は
ナ
ミ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
不
動

産
代
表
の
山
木
奈
美
さ
ん
。
参

加
費
無
料
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.m

ashu
preporter.

co
m

/n
y

-rea
l-esta

te-
investm

ent-w
ebinar/

を

参
照
す
る
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

不動産投資

Photo by M
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http://kiku-ny.com
https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
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私
は
今
秋
ア
ー
リ
ー
デ
ィ

シ
ジ
ョ
ン
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

あ
る
私
立
大
学
に
出
願
す
る
た

め
、
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
何

度
か
Ｓ
Ａ
Ｔ
を
受
け
た
の
で
す

が
、
ま
だ
思
っ
た
ス
コ
ア
が
出

て
な
い
の
で
10
月
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
を

受
け
る
予
定
で
す
。
私
の
受
け

る
大
学
は
す
べ
て
テ
ス
ト
・
オ

プ
シ
ョ
ナ
ル
な
の
で
大
学
に
Ｓ

Ａ
Ｔ
ス
コ
ア
を
出
さ
な
く
て
も

い
い
の
で
す
が
、
提
出
す
る
か

ど
う
か
の
判
断
は
ど
う
や
っ
て

し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

11
年
生
の
成
績
が
よ
く
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
今
度
こ
そ
ス

コ
ア
を
上
げ
て
提
出
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

︵
Ｎ
Ｙ
州
、
高
校
生
︶

Ａ　

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
Ｓ
Ａ
Ｔ

や
Ａ
Ｃ
Ｔ
を
提
出
し
な
く
て
よ

い
と
い
う
テ
ス
ト
・
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
の
方
針
を
、
今
年
度
も
続

行
し
て
い
る
大
学
が
大
多
数
で

す
。
で
も
テ
ス
ト
・
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
と
は
言
え
、
結
果
が
良
け

れ
ば
大
学
合
格
に
有
利
に
働
く

た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
高
校
生
が

Ｓ
Ａ
Ｔ
や
Ａ
Ｃ
Ｔ
を
受
け
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
良
い
テ
ス
ト

結
果
が
良
く
な
い
成
績
を
補
っ

て
く
れ
る
と
考
え
る
の
は
間
違

い
で
す
。
学
校
の
成
績
が
悪
い

の
に
テ
ス
ト
結
果
が
良
い
の

は
、
日
常
的
に
勉
強
す
る
姿
勢

が
欠
け
て
い
る
と
特
に
難
関
大

学
で
は
悪
い
印
象
を
持
た
れ
る

こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。
一
番
大

事
な
の
は
学
校
の
成
績
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
留
意
し
て
下
さ

い
。

　

ま
だ
ア
メ
リ
カ
に
来
て
間
も

な
い
人
、
つ
ま
り
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ

な
ど
の
英
語
能
力
試
験
の
受
験

が
必
要
な
人
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
や
Ａ

Ｃ
Ｔ
の
英
語
の
成
績
が
多
少
悪

く
て
も
数
学
の
テ
ス
ト
が
良
け

れ
ば
ス
コ
ア
を
提
出
し
て
も
十

分
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
渡
米
数
年
後
に
高
い
Ｓ
Ａ

Ｔ
や
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
英
語
の
ス
コ
ア

を
出
せ
る
人
は
ご
く
わ
ず
か
で

す
。
滞
米
年
数
も
考
慮
さ
れ
る

の
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
ス
コ
ア

が
大
学
の
求
め
る
点
に
達
し
て

い
れ
ば
、
英
語
の
能
力
は
そ
の

ス
コ
ア
や
学
校
の
成
績
な
ど
で

判
断
さ
れ
ま
す
。

　

相
談
者
さ
ん
が
長
く
ア
メ
リ

カ
に
住
ん
で
い
る
の
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
は
長
く
住

ん
で
い
る
と
い
う
仮
定
で
説
明

し
ま
す
。
ま
ず
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
は
数

学
と
英
語
の
ス
コ
ア
で
そ
れ

ぞ
れ
８
０
０
点
満
点
で
合
計

１
６
０
０
点
満
点
で
す
が
、
合

計
ス
コ
ア
で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ

の
科
目
の
ス
コ
ア
に
も
注
目
し

て
下
さ
い
。
ア
ー
リ
ー
デ
ィ
シ

ジ
ョ
ン
の
あ
る
私
立
大
学
な

ら
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
入
学

審
査
、
つ
ま
り
学
校
や
家
庭
の

環
境
や
希
望
の
専
攻
な
ど
も
考

慮
し
て
総
合
的
に
志
願
者
を
評

価
す
る
方
法
を
採
用
し
て
い
る

の
で
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
の
専
攻
、
特

に
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
希
望

し
て
い
れ
ば
、
数
学
の
成
績
が

高
い
必
要
が
あ
り
ま
す
。
英
語

の
専
攻
を
希
望
し
て
い
る
の
に

英
語
の
成
績
が
悪
い
の
も
不
利

に
働
く
で
し
ょ
う
。
Ａ
Ｃ
Ｔ
の

場
合
は
英
語
と
数
学
、
読
解
、

科
学
の
４
つ
の
科
目
が
そ
れ
ぞ

れ
36
点
満
点
で
、
そ
の
平
均
点

が
総
合
点
と
し
て
算
出
さ
れ
ま

す
が
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
と
同
じ
く
そ
れ

ぞ
れ
の
科
目
の
ス
コ
ア
に
も
注

目
し
て
下
さ
い
。

　

自
分
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
ス
コ
ア
を
提

出
す
る
べ
き
か
判
断
す
る
方
法

に
つ
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

大
学
を
例
に
説
明
し
て
み
ま

す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
の
テ

ス
ト
ス
コ
ア
を
提
出
し
た
合
格

者
の
内
、
ち
ょ
う
ど
真
ん
中

の
50
％
が
得
た
Ｓ
Ａ
Ｔ
ス
コ

ア
が
１
４
７
０
〜
１
５
７
０

で
、
英
語
の
ス
コ
ア
が
７
２
０

〜
７
７
０
、
数
学
の
ス
コ
ア
が

７
５
０
〜
８
０
０
で
あ
る
と
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
場
合
、

目
指
す
ス
コ
ア
は
合
格
者
の
上

位
50
％
以
上
が
取
っ
た
と
思
わ

れ
る
１
５
２
０
以
上
で
す
。
英

語
の
ス
コ
ア
は
７
４
５
以
上
、

数
学
の
ス
コ
ア
は
７
７
５
以
上

で
す
。
総
合
点
が
１
４
７
０
で

合
格
す
る
人
も
も
ち
ろ
ん
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
何
か
他
の
要
素

が
良
い
場
合
だ
と
思
い
ま
す
。

先
に
書
い
た
よ
う
に
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｍ
専
攻
な
の
に
数
学
の
ス
コ
ア

が
７
２
０
く
ら
い
だ
と
Ｓ
Ａ
Ｔ

ス
コ
ア
を
提
出
し
な
い
方
が
得

策
で
し
ょ
う
。

　

何
度
か
テ
ス
ト
を
受
け
て

い
る
と
、
ス
ー
パ
ー
ス
コ
ア

︵superscore

︶
す
る
こ
と
で

有
利
な
ス
コ
ア
が
得
ら
れ
る
は

ず
で
す
。
ス
ー
パ
ー
ス
コ
ア
と

は
、
今
ま
で
取
っ
た
ス
コ
ア
の

中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
の
最
高

ス
コ
ア
に
注
目
し
て
総
合
点
を

計
算
し
直
す
こ
と
で
す
。
ほ
と

ん
ど
の
大
学
が
Ｓ
Ａ
Ｔ
を
ス
ー

パ
ー
ス
コ
ア
し
ま
す
し
、
Ａ
Ｃ

Ｔ
で
も
ス
ー
パ
ー
ス
コ
ア
す
る

大
学
が
増
加
中
で
す
。
こ
の
ポ

リ
シ
ー
に
も
留
意
し
て
自
分
の

ス
コ
ア
を
提
出
す
る
か
検
討
し

て
下
さ
い
。

サトリ・カレッジ・プランニング
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日
が
す
っ
か
り
短
く
な
っ
た

10
月
、
大
き
な
月
が
田
舎
道
を

明
る
く
照
ら
す
と
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
祭
で
な
く
と
も
幽
霊
の
出
没

を
が
肌
に
感
じ
ら
れ
る
。
ア
メ

リ
カ
の
幽
霊
は
収
穫
の
秋
に
出

て
く
る
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
限
ら
ず
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
は
84
軒
の

幽
霊
屋
敷
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
の
観
光
促
進
ス
ロ
ー
ガ

ン
﹁
ア
イ
・
ラ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
﹂
の
﹁
幽
霊
の
歴
史
の

小

道
︵H

aunted H
istory 

T
rail

︶
﹂
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
て
、
旅
行
者
は
年
中
い

つ
で
も
訪
れ
、
宿
泊
で
き
る
。

﹁
幽
霊
﹂
は
宿
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
背
景
の
ス
ト
ー
リ
ー
が

あ
り
、
史
実
に
基
づ
い
て
語
り

継
が
れ
た
幽
霊
が
出
没
す
る
屋

敷
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
創
造

に
よ
る
娯
楽
性
満
点
の
幽
霊
屋

敷
ま
で
あ
る
。

 　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
車
で

３
時
間
足
ら
ず
の
ハ
ド
ソ
ン
バ

レ
ー
に
あ
る
﹁
ウ
イ
ン
グ
夫
妻

の

城
︵W

ing’
s  C

aste

︶﹂

に
１
泊
し
て
み
た
。
客
室
た
っ

た
３
室
の
Ｂ
＆
Ｂ
︵B

ed and 
B

reakfast

︶
だ
が
、
筆
者
が

泊
ま
っ
た
部
屋
は
正
に
中
世
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
﹁
城
﹂
の
地
下
牢

獄
。
部
屋
も
そ
こ
へ
た
ど
り
着

く
回
廊
も
全
て
石
造
り
、
清
潔

な
シ
ャ
ワ
ー
と
ふ
わ
ふ
わ
の
心

地
よ
い
ベ
ッ
ド
が
あ
る
が
、
凝

っ
た
照
明
と
イ
ン
テ
リ
ア
が
あ

っ
て
も
、
あ
く
ま
で
牢
獄
を
演

出
。
そ
れ
で
も
床
石
に
暖
房
仕

掛
け
が
あ
り
、
足
も
冷
え
ず
晩

秋
の
寒
さ
で
も
部
屋
は
ホ
カ
ホ

カ
暖
か
く
て
快
適
。
居
心
地
の

良
さ
に
す
っ
か
り
幽
霊
を
忘
れ

て
い
る
と
、
深
夜
に
自
然
に
ロ

ウ
ソ
ク
の
灯
が
点
り
、
夜
明
け

と
共
に
静
か
に
消
え
た
。

　

翌
朝
、
城
の
ダ
イ
ニ
ン
グ

ホ
ー
ル
で
朝
食
を
取
っ
た
後
、

﹁
城
主
﹂
の
ト
ー
ニ
・
ウ
ィ
ン

グ
さ
ん
が
館
内
や
そ
こ
に
﹁
宿

る
﹂
幽
霊
を
案
内
し
て
く
れ

た
。
約
50
年
前
、
当
時
23
歳
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
り
新
婚
夫

婦
だ
っ
た
ト
ー
ニ
さ
ん
と
夫
の

ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ィ
ン
グ
さ
ん
は
、

１
８
８
８
年
か
ら
ウ
ィ
ン
グ
家

が
所
有
し
て
い
た
12
エ
ー
カ
ー

の
土
地
に
﹁
城
﹂
を
建
て
る
と

い
う
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
構
想
を

立
て
た
。
そ
の
時
の
ス
ケ
ッ
チ

に
基
づ
い
て
、
ピ
ー
タ
ー
さ
ん

は
﹁
城
﹂
を
設
計
し
、
ハ
ド
ソ

ン
渓
谷
で
購
入
し
た
り
見
つ
け

た
り
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
材
や
回

収
材
を
使
用
し
て
構
築
し
た
。

１
９
８
０
年
代
に
な
る
と
、
こ

の
城
は
地
域
の
観
光
名
所
に
な

り
始
め
、
訪
問
者
が
増
え
て
い

っ
た
。
城
が
完
成
す
る
と
、
ピ

ー
タ
ー
さ
ん
は
﹁
Ｂ
＆
Ｂ 

を

始
め
よ
う
﹂
と
ト
ー
ニ
に
言
っ

た
。 

以
後
22
年
間
、
夫
婦
は

城
の
後
半
と
な
る
客
室
の
建
設

を
始
め
た
。

　

﹁
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
城
に

は 
７ 
つ
の
塔
、
堀
、
金
魚
の

池
が
あ
り
、
ハ
ド
ソ
ン
川
渓
谷

の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
﹂
と
、
ト
ー

ニ
さ
ん
は
ガ
イ
ド
し
な
が
ら
説

明
し
て
く
れ
た
。
２
人
が
ウ
ィ

ン
グ
の
城
を
宿
泊
客
に
開
放
す

る
段
階
に
近
づ
い
て
い
た
矢
先

の
２
０
１
４
年
、
ピ
ー
タ
ー
さ

ん
は
交
通
事
故
で
亡
く
な
り
今

は
ト
ー
ニ
さ
ん
が
﹁
ウ
イ
ン
グ

夫
妻
の
城　

Ｂ
＆
Ｂ
﹂
を
経
営

し
て
い
る
。
︵
ワ
イ
ン
ス
タ
イ

ン
今
井
絹
江
、
写
真
も
︶
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ホ
テ
ル
﹁
幽
霊
屋
敷
﹂
体
験
談

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
散
在
す
る
84
軒

　

日
本
の
文
化
的
・
技
術
的

転
換
期
と
な
っ
た
明
治
時
代

︵
１
８
６
８
〜
１
９
１
２
︶
の

美
術
に
焦
点
を
あ
て
た
特
別

展
﹁
明
治
近
代
：
新
し
い
日
本

の
50
年
﹂
が
３
日
、
ア
ッ
パ
ー

イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
に
あ
る
ア
ジ

ア
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
︵
パ
ー
ク

街
７
２
５
番
地
、70
丁
目
の
角
︶

で
始
ま
っ
た
。
日
本
が
海
外
に

大
き
く
門
戸
を
開
い
た
明
治
時

代
、
日
本
の
美
術
工
芸
品
は
海

外
と
の
交
流
を
表
現
す
る
だ
け

皇
の
来
賓
と
し
て
招
か
れ
た
グ

ラ
ン
ト
元
大
統
領
夫
妻
が
３
か

月
滞
在
し
た
際
に
上
演
さ
れ
た

新
作
歌
舞
伎
を
描
い
た
版
画
な

ど
は
、
日
米
交
流
史
を
反
映
し

て
興
味
深
い
。
本
展
は
米
国
日

本
美
術
協
会
が
創
立
50
周
年
を

記
念
し
て
同
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
と

共
催
し
た
。

　

２
０
２
４
年
１
月
７
日︵
日
︶

ま
で
。
開
館
日
時
は
火
〜
日
曜

の
午
前
11
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。
月
曜
休
館
。
入
館
料
は
大

人
15
ド
ル
、
学
生
・
シ
ニ
ア
10

ド
ル
、
16
歳
以
下
は
無
料
。
毎

週
金
曜
は
無
料
。
定
期
的
に

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
あ
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

asiasociety.org/

を
参
照
。　

　
　︵
小
味
か
お
る
、
写
真
も
︶

　

日
本
ク
ラ
ブ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
は
10
月
13
日
︵
金
︶
か

ら
11
月
22
日
︵
水
︶
ま
で
博
多

の
伝
統
工
芸 

﹁
曲
物
﹂﹁
張
子
﹂

﹁
今
宿
人
形
﹂
展-

女
性
職
人

が
引
継
ぐ
も
の
づ
く
り
の
美
と

技-

を
開
催
す
る
。

　

会
期
初
日
の
13
日
︵
金
︶
午

後
７
時
か
ら
８
時
ま
で
、
今
宿

人
形
の
佐
藤
由
美
子
氏
、
博

多
張
子
の
三
浦
智
子
氏
、
曲

物
の
北
島
徳
子
氏
を
招
い
て

バ
ー
チ
ャ
ル
・
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
す

る
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍
す
る
福
岡
出

身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち

に
よ
る
ジ
ャ
ズ
演
奏
も
行
わ

れ
る
。
参
加
費
無
料
。
先
着

５
０
０
人
ま
で
。
申
し
込
み
は

日
本
ク
ラ
ブ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://u
s02w

eb.zoom
.

u
s/w

eb
in

ar/reg
ister/

W
N

_H
m

aG
qL

sX
Q

vuH
_

X
D

ID
k_5D

Q

問

い

合

わ

せ

はgallery@
n

ip
p

o
n

c
lu

b
.o

rg

ま

で
。

展

覧

会

の

詳

細

h
ttps://n

ippon
g

allery
.

nipponclub.org/

博多張子「姫だるま」
Princess Dharma

W17 cm x D18 cm x H21 cm

日
本
ク
ラ
ブ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

博
多
の
伝
統
工
芸
展

で
な
く
国
際
的
市
場
で
も
珍
重

さ
れ
た
。
同
展
で
は
、
最
近
ま

で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た

同
時
代
の
美
術
に
光
を
あ
て
、

５
つ
の
テ
ー
マ
別
に
、
絵
画
、

版
画
、
写
真
、
彫
刻
、
七
宝
、
漆
、

刺
繍
、
織
物
な
ど
全
米
各
地
の

美
術
館
蔵
や
個
人
蔵
の
貴
重
な

美
術
品
約
70
点
を
公
開
し
て
い

る
。
裃
︵
か
み
し
も
︶
姿
の
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

と
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の

陶
芸
品
や
、
１
８
７
９
年
に
天

﹁
明
治
近
代
﹂
展

ア
ジ
ア
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
始
ま
る

１月７日まで

mailto:meiseimotors@aol.com
https://hinomaru-limo.com/
https://asiasociety.org/
https://asiasociety.org/
https://asiasociety.org/
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_HmaGqLsXQvuH_XDIDk_5DQ
https://nippongallery.nipponclub.org/
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日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
洋
画
家
・

土
肥
信
一
氏
と
東
京
・
品
川
在

住
の
金
属
造
形
作
家
の
平
岩
共

代
氏
に
よ
る
二
人
展
を
19
日

︵
木
︶
か
ら
26
日
︵
水
︶
ま
で

開
催
す
る
。
入
場
無
料
。

　

土
肥
氏
は
、
１
９
５
５
年
に

金
沢
工
芸
美
術
大
学
を
卒
業

後
、
東
京
で
作
家
活
動
を
し
た

が
、
60
年
に
現
代
絵
画
に
魅
せ

ら
れ
来
米
。
68
年
に
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
美
術
館
で
コ
ン
サ
バ
タ

ー
と
し
て
就
業
し
、
古
美
術

保
存
、
修
復
に
従
事
す
る
と

と
も
に
、
日
本
国
内
外
で
作

家
活
動
を
続
け
今
日
に
至
る
。

２
０
０
４
年
に
は
、
日
米
友
好

１
５
０
周
年
記
念
外
務
大
臣
賞

受
賞
、
２
０
１
１
年
に
は
文
化

活
動
寄
与
に
対
し
て
、
旭
日
双

光
章
を
受
け
て
い
る
。
本
展
で

は
、﹁
９
・
11
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

ま
で
﹂ 

を
テ
ー
マ
に
制
作
し
た

作
品
を
展
示
。

　

平
岩
共
代
氏
は
、
東
京
藝
術

大
学
美
術
学
部
大
学
院
美
術
教

育
研
究
生
を
修
了
後
、
金
属
を

主
体
と
し
た
立
体
作
品
や
オ
ー

ナ
メ
ン
ト
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
し

て
い
る
。
２
０
０
６
年
に
文
化

庁
特
別
海
外
派
遣
研
修
員
と
し

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・

デ
ザ
イ
ン
︵
Ｍ
Ａ
Ｄ
︶
で
研
鑚

を
積
ん
だ
。
ア
ー
ト
の
世
界
で

40
年
以
上
の
経
験
を
持
ち
、
国

内
外
で
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。
特
に
、
権
威
あ
る
フ
リ

ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・

ミ
ュ
ラ
ー
国
際
ジ
ュ
エ
リ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
で
の
最
高
賞
や
、
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
で
の

常
設
展
示
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

本
展
で
は
、
大
和
言
葉
か
ら

心
に
浮
か
ぶ
情
景
を
記
憶
に
と

ど
め
て
具
現
化
し
た
作
品
群
を

展
示
す
る
。

平岩共代　　「しろくも」銅・ステンレス線・
和紙・金箔　30cm x 30cm x 18cm ( 本体のみ )

土肥信一　「Semptember 11th １」　キャンバスにアクリル絵
の具　71.12cm x 48.26cm

日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
2
人
展

土
肥
信
一
と
平
岩
共
代
19 日から

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
混
声
合
唱
団

︵
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｃ
︶は
11
月
18
日︵
土
︶

午
後
３
時
か
ら
、
聖
ト
リ
ニ
テ

ィ
教
会
︵
東
88
丁
目
３
１
６
番

地
︶
で
定
期
演
奏
会
を
開
催
す

る
。
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
や
ラ

11月18日
聖トリニティ教会

Ｎ
Ｙ
混
声
合
唱
団

定
期
演
奏
会

テ
ン
語
の
曲
な
ど
、
な
じ
み
の

あ
る
唱
歌
か
ら
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
ま
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
だ
曲
を
披
露
す
る
。
演
奏

後
、
午
後
５
時
か
ら
は
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
も
開
催
さ
れ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
混
声
合
唱
団

は
２
０
０
１
年
に
男
声
合
唱
団

と
し
て
発
足
。
04
年
に
混
声
合

唱
団
に
変
貌
を
遂
げ
、
19
年
に

は
混
声
合
唱
団
と
し
て
15
年
目

の
節
目
を
迎
え
た
。
定
期
演
奏

会
の
他
、
老
人
ホ
ー
ム
で
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
Ｎ
Ｙ
近
郊
の

病
院
で
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
や
震
災

や
災
害
時
の
募
金
活
動
な
ど
、

合
唱
を
通
じ
て
日
本
や
地
域
の

人
々
に
向
け
た
活
動
を
積
極
的

に
行
っ
て
き
た
。
現
在
は
毎
週

火
曜
の
夜
に
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に

て
対
面
で
集
ま
り
練
習
し
て
い

る
。

　

入
場
料
は
10
ド
ル
。
チ
ケ
ッ

ト
・
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

nym
cinfo@

gm
ail.com

か

ら
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
︵H

ttps://gofund.m
e/

d2bac5f7

︶
も
実
施
し
、
10

ド
ル
以
上
の
寄
付
に
つ
き
チ
ケ

ッ
ト
を
進
呈
す
る
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
nym

c.net/

を
参
照
す
る
。

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
、
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
︶
舞
台
公
演
部
は
21
日
︵
土
︶

午
後
８
時
30
分
か
ら
、﹁
ジ
ョ

ン
・
ケ
ー
ジ
の
日
本
﹂
シ
リ
ー

ズ
第
２
弾
と
な
る
現
代
音
楽
コ

ン
サ
ー
ト
﹃
龍
安
寺
﹄
を
上
演

す
る
。
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
20
世

紀
の
重
要
な
作
曲
家
の
ひ
と
り

で
実
験
音
楽
の
祖
た
る
ジ
ョ

ン
・
ケ
ー
ジ
が
、
い
か
に
日
本

か
ら
芸
術
的
影
響
・
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
受
け
て
い
た
か

を
俯
瞰
す
る
も
の
で
、
多
く
の

ケ
ー
ジ
作
品
の
解
釈
と
ラ
イ
ブ

を
行
っ
て
き
た
音
楽
家
・
作
曲

家
・
ボ
イ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の

足
立
智
美
を
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に

迎
え
た
、
現
代
音
楽
集
団
の
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
テ

ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
。

　

ケ
ー
ジ
は
１
９
６
２
年
の
日

本
初
訪
問
の
際
に
京
都
・
龍
安

寺
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
石
庭
の

石
の
配
置
に
着
想
を
得
て
後

日
、
図
形
楽
譜
に
よ
る
﹁
龍
安

寺
﹂︵
１
９
８
５
年
︶
を
作
曲

し
た
。　

入
場
料
は
一
般
40
ド

ル
、
Ｊ
Ｓ
会
員
は
32
ド
ル
。
チ

ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トw

w
w

.JapanSociety.
org/perform

ingarts

を

参

照
す
る
。 ジャパンソサエティー

『龍安寺』を演奏
ジョン・ケージの日本

～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

活動/サポート内容

サポート実績

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティング

・公認会計士、ファイナン
シャルプランナー、社労
士などプロフェッショナ
ルの紹介

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
（メルマガ、セミナーな
ど）配信

・個別相談件数100件以上

・日本完全帰国、一時帰国
の支援多数

・専門家に繋ぎ、お金や税
務の支援

・個別健康支援　その他多
数の実績

・ オ ン ラ イ ン と 、 N Y 、
NJ、ボストン、LAで現
地セミナーを開催

（参加者合計200人以上）

NY 支部：FURUSATO PROJECT NY 事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT 事務局

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
一
般
社
団

法
人N

EX
T

 G
EN

ERA
T

IO
N

の
平
田

で
す
。
私
た
ち
一
般
社
団
法
人N

EX
T

 
G

EN
ERA

T
IO

N

は
、
ア
メ
リ
カ
在

住
日
本
人
の
方
の
日
本
へ
の
帰
国
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
﹁FU

RU
SA

T
O

 
PRO

JECT

﹂
を
２
０
１
６
年
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

︵
日
本
帰

国
支
援
サ
ポ
ー
ト
︶
の
き
っ
か
け
は
、
と

あ
る
ア
メ
リ
カ
在
住
日
本
人
の
お
っ
し
ゃ

っ
た
言
葉
で
し
た
。﹁
あ
の
時
、
日
本
に

帰
国
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
﹂。
こ
の
一

言
を
聞
い
て
、
一
度
き
り
の
人
生
が
後
悔

な
く
送
れ
る
よ
う
に
、
日
本
へ
の
帰
国
を

願
っ
て
い
る
方
に
、
日
本
帰
国
を
実
現
す

る
サ
ポ
ー
ト
を
始
め
ま
し
た
。

　

先
日
、
ご
支
援
し
た
お
客
様
は
、
ア
メ

リ
カ
の
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
に
入
居
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム

の
対
応
に
不
満
も
あ
り
、
生
ま
れ
育
っ
た

故
郷
の
日
本
に
帰
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
日
本
へ
の

帰
国
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
家
族
も
お

ら
ず
、
半
ば
日
本
へ
の
帰
国
を
諦
め
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
、
私
た
ち
の
日
本

帰
国
支
援
サ
ポ
ー
ト
の
存
在
を
知
っ
て
く

だ
さ
り
、
日
本
へ
の
帰
国
を
サ
ポ
ー
ト
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
具
体

的
な
情
報
も
交
え
た
コ
ラ
ム
記
事
を
書
か

せ
て
頂
き
ま
す
。
是
非
、
お
読
み
い
た
だ

け
ま
す
と
嬉
し
い
で
す
。

︻
第
１
回
︼

◆
ア
メ
リ
カ
在
住
日
本
人
は
な
ぜ
日
本

に
帰
国
し
た
い
と
思
う
の
か

　

ま
ず
は
、
ア
メ
リ
カ
在
住
日
本
人
の

方
は
な
ぜ
、
日
本
に
帰
国
し
た
い
と
思

う
の
か
？
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で
調

査
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
お
話
し
し

ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
日
本
人
の

方
に
、﹁
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

る
理
由
﹂
を
調
査
し
ま
し
た
。
最
も
多

か
っ
た
理
由
は
、﹁
ア
メ
リ
カ
の
医
療

費
や
介
護
費
用
が
高
額
だ
か
ら
︵
23
・

９
％
︶﹂
で
す
。
次
い
で
、﹁
自
分
が
病

気
に
な
っ
た
時
が
心
配
︵
21
・
０
％
︶﹂、

﹁
知
人
が
周
り
に
い
な
い
︵
８
・
５
％
︶﹂、

﹁
ア
メ
リ
カ
の
病
院
や
施
設
に
入
り
た

く
な
い
︵
６
・
８
％
︶﹂
な
ど
で
し
た
。

あ
な
た
も
当
て
は
ま
る
も
の
は
あ
り
ま

す
か
？
皆
さ
ん
に
共
通
す
る
こ
と
は
、

ア
メ
リ
カ
の
﹁
お
金
﹂・﹁
健
康
﹂・﹁
介
護
﹂

の
不
安
が
あ
り
、
日
本
に
帰
国
を
考
え

て
い
る
こ
と
で
す
。

◆
代
理
人
や
日
本
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
方
の
困
り
ご
と

　

ア
メ
リ
カ
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
は
、
日
本
人
を
日
本
人
が
サ
ポ
ー
ト

︵
代
理
人
な
ど
︶
し
て
い
る
ケ
ー
ス
を

耳
に
し
ま
す
。
日
常
的
な
買
い
物
の
サ

ポ
ー
ト
や
、
病
院
受
診
を
サ
ポ
ー
ト
さ

れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
日
本
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る

方
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？

・
ご
本
人
は
日
本
に
帰
り
た
い
と
言
っ

て
い
る
け
ど
、
親
族
と
も
疎
遠
で
協
力

者
が
い
な
い

・
最
近
、
サ
ポ
ー
ト
の
負
担
が
増
え
て
、

こ
れ
以
上
サ
ポ
ー
ト
が
増
え
る
と
自
分

が
も
た
な
く
な
り
そ
う

・
日
本
で
暮
ら
し
た
方
が
安
心
と
思
う

け
ど
、
ど
う
に
も
で
き
な
く
て
困
っ
て

い
る

　

今
後
の
生
活
を
考
え
る
上
で
、
そ
の

ま
ま
ア
メ
リ
カ
に
住
み
続
け
る
、
ま
た

は
日
本
に
帰
国
し
て
住
む
と
い
う
選
択

肢
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

と
日
本
、
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
と
し
て
も

良
い
面
、
良
く
な
い
面
は
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ご
支
援
さ
せ
て
頂
い
た
方

を
通
し
て
、
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い

こ
と
は
、﹁
で
き
る
だ
け
元
気
な
う
ち

に
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
ど
ち
ら
で
余

生
を
送
る
の
か
を
決
め
る
﹂
こ
と
が
最

も
大
事
で
す
。

　

私
た
ちFU

R
U

SA
T

O
 PR

O
JE

C
T

事
務
局
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
に
い
る

数
多
く
の
提
携
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も

に
、
皆
さ
ん
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
で
余
生
を

過
ご
す
方
の
相
談
、
日
本
で
余
生
を
過

ご
す
方
の
相
談
と
支
援
が
可
能
で
す
の

で
、
お
困
り
の
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

FU
R

U
SA

T
O

 PR
O

JE
C

T

事

務

局
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
︵ZO

O
M

︶
で

個
別
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
帰
国

支
援
サ
ー
ビ
ス
や
個
別
相
談
の
相
談

は
、F

U
R

U
SA

T
O

 PR
O

JE
C

T

事

務
局N

Y

相
談
セ
ン
タ
ー
窓
口
の
久

松　

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.

com

︶
ま
で
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

・日本帰国に有益な情報を月一回メルマガで配信

・セミナーの優先案内

・お悩み事についての相談

・無料会員特典は全て享受

・有料会員限定のより詳しい有益情報をメルマガで配信

・LINEグループで他の有料会員と繋がれる

・セミナーの優先案内と優先申込受付

・少人数セミナーの参加費無料（通常2000円）

・帰国支援サービスを特別価格で提供

・会費：月1650円（税込）

　

手
話
の
美
し
さ
を
称
え
る
新

し
い
ア
ー
ト
展
が
、
国
連
で
1

か
月
間
開
催
さ
れ
て
い
る
。
10

月
10
日
か
ら
11
月
20
日
ま
で
、

国
連
で
は
手
話
を
称
え
る
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
写
真
集
﹁Signs 

of C
om

passion

﹂

を

開

催

し
て
い
る
。
こ
の
展
覧
会
は
、

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
を
拠
点
に
活

動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ミ
グ

ス
・
バ
ロ
ウ
ズ
と
マ
ー
ク
・
ユ

ル
キ
ウ
と
の
共
同
制
作
に
よ
る

も
の
。

　

展
覧
会
で
は
、
エ
ミ
リ
ー
・

デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
の
詩
の
30
の
言

葉
を
ア
メ
リ
カ
手
話
で
手
話
す

る
多
様
な
人
々
を
紹
介
す
る
。

写
真
に
写
っ
て
い
る
人
た
ち

は
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
年

齢
、
職
業
、
能
力
も
さ
ま
ざ
ま

で
、
世
界
中
に
散
ら
ば
っ
て
い

る
。
入
場
は
無
料
。

手
話
の
美
称
え
る
美
術
展

国
連
で
1
か
月
間
開
催
中

mailto:nymcinfo@gmail.com
mailto:nymcinfo@gmail.com
mailto:nymcinfo@gmail.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%E3%80%80NY
https://www.nymc.net/
https://gofund.me/d2bac5f7
www.JapanSociety.org/performingarts
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